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ま
ち
の
出
来
事

東
松
島
フ
ラ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク

　

今
年
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と
わ
ず
か
と
な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
に

と
っ
て
今
年
1
年
は
ど
う
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
こ
こ
で
は
１
年
間

の
締
め
く
く
り
と
し
て
、
主
な
出
来
事
を
紹
介
し
な
が
ら
今
年
１
年

を
振
り
返
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

行
財
政
改
革
の

　
　

本
格
的
な
取
り
組
み
ス
タ
ー
ト

　

市
で
は
、行
政
改
革
に
関
す
る
理
念
や
基
本
目
標
、基

本
的
施
策
な
ど
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
本
市
の
行
財
政

の
現
状
を
踏
ま
え
、行
政
運
営
の
あ
り
方
と
取
組
課
題

に
対
し
、①
組
織
改
革
②
協
働
改
革
③
財
政
改
革
④
経

営
改
革
⑤
情
報
改
革
の
５
つ
の
改
革
の
方
向
性
を
提
起
。

市
民
と
職
員
が
共
有
し
、そ
の
実
現
に
向
け
た
組
織
・
職

員
の
行
動
基
準
と
す
る
た
め
、「
東
松
島
市
行
政
改
革
大

綱
」と
、行
政
改
革
大
綱
に
掲
げ
た
重
点
事
項
を
受
け
、

行
財
政
改
革
を
計
画
的
に
実
施
す
る
た
め
の
方
法
を
示

し
た「
行
財
政
改
革
集
中
改
革
プ
ラ
ン
」を
策
定
し
ま
し

た
。

　

集
中
改
革
プ
ラ
ン
で
は
、平
成　

年
度
か
ら
平
成　

１７

２１

年
度
ま
で
の
５
年
間
実
施
し
、約　

億
円
削
減
す
る
こ

２８

と
を
目
標
と
し
、「
市
役
所
内
部
の
改
革
」と「
民
間
活
力

の
活
用
」、「
行
政
コ
ス
ト
の
削
減
」、「
事
業
の
ス
リ
ム

化
」、「
み
ん
な
で
担
う
ま
ち
づ
く
り
、公
平
性
の
確
保
」

を
掲
げ
て
行
財
政
改
革
に
努
め
ま
す
。現
在
は
、「
東
松

島
市
行
政
改
革
大
綱
」に
掲
げ
た
行
財
政
改
革
の
方
向

性
に
つ
い
て
、具
体
的
、個
別
的
に
実
施
す
る
取
り
組
み

事
項
を
検
討
し
な
が
ら
行
財
政
計
画
を
策
定
中
で
す
。

航空機騒音区域見直し
　

防
衛
施
設
庁
で
は
、飛
行
回
数
の
半
減
な

ど
を
理
由
に
航
空
自
衛
隊
松
島
基
地
周
辺

の
第
一
種
区
域（
住
宅
防
音
工
事
対
象
区

域
）の
大
幅
な
見
直
し
の
方
針
を
打
ち
出
し

ま
し
た
。

　

第
一
種
区
域
等
見
直
し
の
概
要
と
し
て
は

第
一
種
区
域（　

Ｗ
以
上
）は
全
般
的
に
縮

７５

小
。対
象
区
域
面
積
も
約
３
、３
０
０
ｈ
ａ

か
ら
約
１
、７
０
０
ｈ
ａ
に
、対
象
世
帯
も

約
５
、５
０
０
世
帯
か
ら
約
２
、５
０
０
世

帯
に
縮
小
す
る
と
い
う
も
の
。

　

５
月　

日（
金
）の
見
直
し
に
関
す
る
方

１９

針
の
発
表
以
降
、市
で
は
騒
音
区
域
の
縮
小

に
つ
い
て
、到
底
容
認
で
き
な
い
と
の
立
場
を

取
り
、基
地
周
辺
住
民
の
生
活
環
境
に
十
分

な
配
慮
が
必
要
で
あ
る
と
し
て
、防
衛
施
設

庁
を
は
じ
め
関
係
各
所
に
対
し
て
働
き
か
け

を
続
け
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、住
民
の
健
康
保
護
の
た
め
、関

係
各
所
に
十
分
な
配
慮
を
求
め
て
い
き
ま
す
。

新市キャラクターが「イート」に決定
　

２
月　

日（
金
）、東
松
島
市

１７

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
選
考
委
員
会（
阿

部
雄
委
員
長
）に
よ
り
、応
募
総
数

　

点
の
中
か
ら
、鳥
取
県
鳥
取
市

641の
上
原
順
子
さ
ん
の
考
え
た

「
イ
ー
ト
」が
東
松
島
市
の
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

愛
称
の「
イ
ー
ト
」は
、東
松
島

市
の
東（
イ
ー
ス
ト
）と
心（
ハ
ー

ト
）が
融
合
し
た
名
前
で
す
。動
物

と
も
人
間
と
も
い
え
、男
性
と
も

女
性
と
も
い
え
、大
人
と
も
子
ど

も
と
も
い
え
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で

す
。耳
は
ハ
ー
ト
型
で
、心
が
集
う

都
市
と
市
の
花「
桜
」の
花
び
ら
を

表
し
、東
松
島
市
の
自
然
豊
か
な

将
来
像
を
表
し
て
い
ま
す
。年
齢

は
不
明
。い
つ
も
楽
し
そ
う
に
ニ

コ
ニ
コ
笑
っ
て
、頭
の
ハ
ー
ト
を

く
る
く
る
回
し
て
い
ま
す
。

　

人
々
が
た
く
さ
ん
集
ま
る
楽
し

い
イ
ベ
ン
ト
が
大
好
き
な
よ
う
で
、

必
ず
姿
を
あ
ら
わ
し
、大
は
し
ゃ

ぎ
し
ま
す
。

東松島市キャラクター

イート－Eart －

▲市役所の仕組みを見直し、行政改革を推進します

▲2002年から配備
されているF－２

型支援戦闘機

2006
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盛大にスポーツイベント開催
　

２
０
０
６
年
東
松
島
市
で
は
、２
つ
の

ビ
ッ
ク
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。７
月　

日（
金
）か
ら　

日（
日
）

２１

２３

に
か
け
て
、第　

回
全
日
本
ク
ラ
ブ
男
子

２７

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会（
財
団
法
人

日
本
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
主
催
）、８
月　
１８

日（
金
）か
ら　

日（
日
）ま
で
の
３
日
間
に

２０

わ
た
っ
て
、第　

回
東
北
総
合
体
育
大
会

３３

の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

全
日
本
ク
ラ
ブ
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
選

手
権
大
会
で
は
、北
は
北
海
道
か
ら
南
は

鹿
児
島
ま
で
、参
加
都
道
府
県
の
代
表　
３２

チ
ー
ム
が
出
場
し
、大
阪
府
代
表
の
大
阪

ツ
ヅ
キ
グ
ロ
ー
バ
ル
が
優
勝
。東
北
総
合

体
育
大
会
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
で
は
、

各
県
の
予
選
を
突
破
し
た
チ
ー
ム
の
監
督

や
選
手
な
ど
約　

人
が
集
合
し
、総
合
で

３３０

宮
城
県
が
優
勝
し
ま
し
た
。

　

両
大
会
と
も
に
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
プ
レ
ー

が
観
衆
を
魅
了
し
ま
し
た
。

｢ えんずのわり ｣が国の重要無形民俗文化財に
　

３
月　

日（
水
）に
、宮
戸
月
浜
の
小

１５

正
月
行
事「
月
浜
の
え
ん
ず
の
わ
り
」が
、

文
化
庁
か
ら
国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化

財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
に
伴
い

３
月
９
日（
木
）に
、交
付
式
が
東
京
都

千
代
田
区
如
水
会
館
で
行
れ
ま
し
た
。

　

「
え
ん
ず
の
わ
り
」に
類
似
す
る
鳥
追

い
行
事
は
東
日
本
の
各
地
で
多
く
見
ら

れ
る
も
の
の
、時
代
の
移
り
変
わ
り
に

よ
り
変
遷
を
遂
げ
る
も
の
が
増
え
て
い

る
と
の
こ
と
。そ
の
中
で
も「
え
ん
ず
の

わ
り
」は
、子
ど
も
た
ち
や
地
域
の
人
た

ち
の
手
に
よ
り
、先
輩
か
ら
後
輩
へ
受

け
継
ぐ
伝
承
組
織
や
唱
え
言
葉
も
し
っ

か
り
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

月
浜
地
区
に　

年
以
上
も
前
か
ら
伝

２００

わ
る
こ
の
行
事
は
貴
重
な
財
産
と
し
て

高
く
評
価
さ
れ
、指
定
を
受
け
ま
し
た
。
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世の中の動き東松島市の出来事

日本郵政株式会社発足(23日)
東松島市初成人式、消防出初式(８日)、えんずのわり(11～16日)、クロスカント
リー大会(22日)

１月

トリノオリンピック女子フィギュアスケートで、荒川
静香が同種目日本人初の金メダル獲得(23日)

立志式(３日)、市民縄跳び大会(19日)２月

第１回ワールド・ベースボール・クラシックで日本が
キューバを破り初代王者に(20日)

生涯学習推進大会(３日)、卒業式(10・17・18日)３月

耐震強度偽装問題に関わった、姉歯秀次元一級建築士
ら合計８人を逮捕(26日)

入学式(10～12日)、滝山桜まつり(23日)４月

インドネシア・ジャワ島でマグニチュード6.3の地震発
生、5782人が死亡(27日)

奥松島まつり(14日)、東松島国際ツーデーマーチ(27・28日)５月

2005年10月1日現在で、65歳以上の高齢者人口が2,560万
人で総人口に占める割合が初めて20%を超えた(２日)

フラワーロード植栽(４日)、マリーゴールド植栽(11日)、東松島市総合防災訓練
(11日)

６月

北朝鮮が日本海に向け６発の弾道ミサイルを発射(５日)
大曲浜クリーン作戦(２日)、東松島市シルバー交通安全大会(７日)、友好姉妹都
市北海道更別村との相互研修職員実施(河原崇行主査受け入れ、大久憲之主事派
遣)、海と大地子どもふれあい交流事業(28～31日)

７月

第88回全国高等学校野球選手権大会の決勝で再試合の
末、早稲田実業が夏の選手権初優勝(20日)

大林初等学校交流、文英女子中学校相互交流(３～７日)、奥松島ビーチバレー
大会(５･６日)、鳴瀬流灯花火大会(16日)、東松島夏まつり(26日)、航空祭(27日)

８月

自由民主党総裁選挙、安倍晋三が新総裁に選出される
(20日)

消防演習(３日)、とっておきの音楽祭(24日)９月

ご当地ナンバーが仙台・金沢・堺など17地区で導入(10日)
宮戸クリニック開院(５日)、リフレッシュフェスティバル(９日)、市民文化祭
(28・29日、11月３・４・５日)、農業祭・下水道デー (29日)

10月

北海道常呂郡佐呂間町で、竜巻によるものと思われる突
風災害が発生。９人が死亡、26人以上が重軽傷(７日)

市政功労者表彰式(７日)11月

ここでは、その月の主な社会の動きとともに、主な街の出来事を紹介します。

▲タッチをかわし
てベースを狙いま

す

▲子どもたちの元気な声で商売繁盛や大漁、家内安全を

　祈ります
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市
政
功
労
者
表
彰
式

　
　

月
７
日（
火
）、平
成　

年
市
政
功
労
者
表
彰
式
が
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。表
彰
式

１１

１８

は
、文
化
の
日
に
ち
な
み
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、こ
の
日
は
多
く
の
来
賓
や
関
係
者
な
ど
約　

人
が
出
席
。阿
部
秀

２００

保
市
長
か
ら　

個
人
と
１
団
体
に
表
彰
状
が
、ま
た
、　

個
人
と
１
団
体
に
感
謝
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。　

こ
こ
で
は
、こ

５７

２０

の
度
受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す（
敬
称
は
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）。

表
彰
状
贈
呈
者

【
自
治
功
労
】櫻
井
清
孝（
現
大
塩

地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会
会

長
／
表
）▼
木
村
喜
宥（
元
同
会

長
／
裏
二
）▼
奥
田
悦
子（
現
同

副
会
長
／
小
分
木
）▼
阿
部
勝
�

（
元
同
副
会
長
／
中
）

【
産
業
功
労
】北
赤
井
地
区
野
菜

直
売
ロ
ー
ド
連
絡
協
議
会（
東
北

農
政
局
長
賞
受
賞
）

【
教
育
文
化
功
労
】佐
藤
正
和（
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
役
員
／
西
新

町
）▼
菅
原
俊
弘（
剣
道
連
盟
役

員
／
上
河
戸
一
）▼
�
橋
正
利

（
体
育
指
導
委
員
／
裏
二
）▼
関

口
ふ
き
子（
同
／
上
町
一
）▼
松
谷

き
う
子（
同
／
下
町
一
）▼
榊
原
和

広（
同
／
上
町
二
）▼
佐
々
木
せ
い

子（
同
／
貝
田
）▼
内
海
牧
郎（
文

化
財
保
護
審
議
会
委
員
／
新
町
）

▼
齋
藤
あ
や
子（
青
少
年
健
全
育

成
市
民
会
議
副
会
長
／
柳
上
）

【
民
生
安
定
功
労
】三
浦
サ
イ
子

（
主
任
児
童
委
員
／
道
地
）▼
石

川
つ
や
子（
同
／
横
沼
西
）▼
渡
邊

勝（
保
護
司
／
寺
）

【
保
健
衛
生
功
労
】渡
邉
正
志（
献

血
回
数　

回
以
上
／
上
納
）▼
千

１００

葉
信
也（
同
／
亀
岡
東
）▼
小
野

健
男（
環
境
衛
生
推
進
員
･
保
健

推
進
員
／
柳
下
）▼
佐
藤
三
郎

（
同
／
横
沼
一
）▼
鈴
木
一
郎（
環

境
衛
生
推
進
員
／
高
松
）▼
木
島

和
夫（
同
／
洲
崎
）

【
調
査
統
計
功
労
】�
橋
栄（
統
計

調
査
員
／
高
松
）▼
武
田
勝
悦

（
同
／
立
沼
）

【
消
防
防
災
功
労
】浅
野
勝
則（
消

防
団
副
分
団
長
／
前
里
）▼
齋
藤

文
孝（
同
／
照
井
）▼
鈴
木
薫（
同

／
上
下
堤
）▼
木
村
政
敏（
同
／

大
島
）▼
三
浦
勝
志（
消
防
団
部

長
／
立
沼
）▼
齋
藤
耕
智（
同
／

上
納
）▼
三
浦
清（
同
／
中
）▼
櫻

井
正（
同
／
鹿
妻
一
）▼
木
村
勝

義（
同
／
五
味
倉
）▼
及
川
吉
彦

（
同
／
下
小
松
）▼
及
川
慶
一（
同

／
上
小
松
）▼
川
元
信
正（
同
／

南
一
）▼
木
村
豊（
同
／
前
里
）▼

菊
地
一
郎（
同
／
柳
上
）▼
佐
々
木

健
彦（
同
／
中
下
）▼
大
崎
康（
同

／
裏
二
）▼
雫
石
康
次（
同
／
上

浜
二
）▼
伊
藤
清（
同
／
上
下
堤
）

▼
本
田
幸
男（
同
／
八
幡
）▼
佐
々

木
和
士（
同
／
下
町
三
）▼
阿
部

喜
生（
同
／
照
井
）▼
太
田 

（
同

／
中
東
）▼
岩
渕
司（
同
／
大
島
）

▼
安
倍
信
太
郎（
同
／
浜
市
）▼

 

倉
誠（
同
／
塩
入
）▼
�
橋
吉

則（
同
／
中
下
）

【
治
安
功
労
】氏
家
國
昭（
防
犯
実

働
隊
長
／
柳
北
）▼
菊
地
良
大

（
同
副
隊
長
／
下
町
一
）▼
黒
須

壽
幸（
同
副
隊
長
／
谷
地
）▼
守

屋
洋
市（
交
通
安
全
指
導
隊
員
／

平
岡
）▼
本
田
昌
宏（
同
／
八
幡
）

▼
阿
部
浩
幸（
同
／
上
町
二
）

【
教
育
文
化
功
労（
特
別
功
労
）】

樋
田
隆（
陶
芸
家
／
上
河
戸
二
）

感
謝
状
贈
呈
者

●
行
政
区
協
力
員
＝
日
野
誠（
下

町
四
）▼
佐
藤
八
重
子（
下
町
四
）

▼
小
泉
清
喜（
下
町
五
）▼
松
谷
武

之（
大
溜
）▼
平
塚
和
子（
関
の
内

二
）▼
宇
田
川
美
智
子（
作
田
浦
）

▼
菊
地
い
つ
子（
下
小
松
）▼
酒
井

忠
司（
横
沼
東
）▼
齋
藤
正
子（
貝

殻
塚
一
）▼
遠
藤
秀
昭（
貝
殻
塚

二
）▼
佐
々
木
�
男（
南
一
）▼
樋

口
と
し
子（
南
一
）▼
成
澤
健（
浅

井
）▼
佐
藤
勇
輝（
洲
崎
）

●
地
域
の
活
性
化
に
寄
与
＝
菅
原

正
志（
洲
崎
）

●
市
へ
無
償
奉
仕
＝
東
松
島
市
建

設
業
協
会
▼
佐
々
木
稔（
東
大
溜
）

●
人
命
救
助
＝
�
橋
朗（
小
野
下
）

▼
荻
原
君
男（
往
還
）▼
鹿
野
裕
誉

（
浜
市
）▼
鹿
野
拓
洋（
浜
市
）

文
化
の
日
県
表
彰
受
賞
者

【
地
方
自
治
功
労
】小
野
傳
三
郎

（
元
鳴
瀬
町
議
会
議
員
／
西
福
田
下
）

【
産
業
功
労
】熊
谷
榮（
い
し
の
ま
き

農
業
協
同
組
合
理
事
／
下
町
一
）

▼
黒
田
良（
東
松
島
市
農
業
委
員

会
委
員
／
下
小
松
）

【
民
生
安
定
功
労
】織
谷
ウ
ラ
子

（
元
鳴
瀬
町
遺
族
会
長
／
新
町
）▼

佐
々
木
哲（
民
生
委
員
児
童
委
員

／
下
小
松
）

【
保
健
衛
生
功
労
】阿
部
輝
夫（
�

宮
城
県
食
品
衛
生
協
会
副
会
長
／

新
町
）

長長長長長長長長長長長
年年年年年年年年年年年
ののののののののののの
功功功功功功功功功功功
績績績績績績績績績績績
ににににににににににに
感感感感感感感感感感感
謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝
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昭
和　

年
１
月
か
ら
昨
年
３

５１

月
ま
で
、鳴
瀬
町
議
会
議
員
を
連

続
８
期
、　

年
間
務
め
、平
成
７

２９

年
か
ら
は
議
長
と
し
て
も
活
躍
。

「
や
は
り
両
町
の
合
併
が
一
番
の

思
い
出
で
す
。新
市
の
こ
と
は
後

輩
た
ち
に
任
せ
て
見
守
っ
て
い

き
た
い
」と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

約　

年
間
、助
産
師
と
し
て
地

60

域
の
母
親
た
ち
や
そ
の
家
族
を
支

え
、現
在
ま
で
約
３
千
人
の
命
の

誕
生
に
立
ち
会
っ
て
き
た
。

「
信
じ
ら
れ
な
い
気
持
ち
で
す
。大

学
の
先
生
や
先
輩
た
ち
、地
域
の

皆
さ
ん
に
感
謝
し
た
い
」と
感
謝
の

言
葉
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

平平平平平平平平平平平成成成成成成成成成成成１１１１１１１１１１１８８８８８８８８８８８年年年年年年年年年年年 市市市市市市市市市市市政政政政政政政政政政政功功功功功功功功功功功労労労労労労労労労労労者者者者者者者者者者者表表表表表表表表表表表彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰式式式式式式式式式式式

旭日双光章
尾形　一男 さん

（元鳴瀬町議会議長／里南）

瑞宝単光章
斎藤ついみ さん

（開業助産師／柳上）

平
成　

年　

秋
の
叙
勲
受
章
者

18

平
成　

年
各
種
叙
勲
、
褒
章
受
章
者

１８

春
の
叙
勲
受
章
者　

※
１

【
旭
日
双
光
章
】菊
地
明（
元
鳴
瀬
町
議
会
議
長
／
東
名
新
場
）

【
瑞
宝
双
光
章
】稲
富
將
夫（
矢
本
は
な
ぶ
さ
幼
稚
園
長
／
仙
台
市
在
住
）

【
瑞
宝
単
光
章
】小
野
勝
正（
元
鳴
瀬
町
消
防
団
長
／
西
福
田
下
）

春
の
褒
章
受
章
者　

※
２

【
藍
綬
褒
章
】渥
美
和
子（
保
護
司
／
南
二
）

高
齢
者
叙
勲
受
章
者　

※
３

【
旭
日
単
光
章
】山
村
信
三（
元
鳴
瀬
町
議
会
議
員
／
上
下
堤
）

※
１
〜
３
の
皆
さ
ん
に
つ
い
て
は
、そ
れ
ぞ
れ
広
報
東
松
島
№　

・　

で

１５

１７

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

第
６
・
７
回
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
受
章
者

【
瑞
宝
双
光
章
】佐
藤
晃（
元
自
衛
官
／
南
六
）▼
本
名
宗
三
郎（
同
／
四
反

走
）▼
藤
坂
義
昭（
同
／
上
河
戸
一
）

【
瑞
宝
単
光
章
】齋
藤
光
義（
元
自
衛
官
／
大
溜
）▼
長
南
晴
夫（
同
／
貝
殻

塚
二
）▼
栃
木
君
雄（
同
／
貝
田
）▼
野
口
信
博（
同
／
南
新
一
）▼
松
下
健

一（
同
／
上
河
戸
三
）▼
小
野
寺
寛（
同
／
関
の
内
二
）▼
瀧
波
邦
昭（
同
／

下
町
四
）▼
立
川
司（
同
／
大
溜
）▼
丹
隆
義（
同
／
関
の
内
三
）

�����������������������������������������������������

各各各各各各各各各各
種種種種種種種種種種
功功功功功功功功功功
労労労労労労労労労労
者者者者者者者者者者
のののののののののの
皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆
ささささささささささ
んんんんんんんんんん
でででででででででで
すすすすすすすすすす

各
種
功
労
者
の
皆
さ
ん
で
す

各
分
野
で
地
域
の
発
展
に
貢
献
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

国
や
県
な
ど
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

統
計
功
労

【
総
務
大
臣
表
彰
】三
浦
正
志（
統

計
調
査
員
／
上
河
戸
一
）

【
宮
城
県
統
計
協
会
会
長
表
彰
】門

馬
吉
男（
統
計
調
査
員
／
里
南
）▼

大
友
み
さ
子（
同
／
新
町
）

【
宮
城
県
統
計
調
査
員
協
議
会
連

合
会
会
長
感
謝
状
】奥
田
功
人（
元

統
計
調
査
員
／
上
下
堤
）

防
災
･
交
通
安
全
功
労

【
宮
城
県
交
通
安
全
功
労
者
表
彰
】

大
泉
照
男（
交
通
安
全
指
導
隊
員

／
小
野
下
）▼
車
塚
敏
博（
同
／
西

福
田
上
）▼
扇
義
見（
同
／
下
町

二
）▼
片
平
仁
志（
同
／
鹿
妻
二
）

▼
浅
野
雄
一
郎（
同
／
下
町
一
）▼

石
山
利
子（
同
／
小
野
上
）

【
消
防
庁
長
官
表
彰
】阿
部
賢
一

（
消
防
団
副
団
長
／
照
井
）

【
宮
城
県
知
事
表
彰
】亀
山
幸
一

（
消
防
団
分
団
長
／
肘
曲
）▼
京
野

泰
昌（
同
／
東
名
新
場
）▼
千 

佳

一（
同
／
平
岡
）▼
内
海
和
則（
消

防
団
副
分
団
長
／
新
田
）▼
鹿
野

八
弥（
同
／
浜
市
）▼
平
田
正
三

（
消
防
団
部
長
／
小
野
上
）▼
木
村

豊（
同
／
前
里
）▼
菊
地
一
郎（
同

／
柳
上
）▼
奥
田
瞬
一（
消
防
団
班

長
／
小
分
木
）▼
小
関
毅（
同
／
上

町
二
）▼
内
海
幸
雄（
同
／
手
招
）

▼
佐
々
木
孝（
同
／
新
町
）▼
�
橋

裕
光（
同
／
中
）▼
櫻
井
健
甲（
同

／
里
北
）

商
工
業
･
観
光
功
労

【
全
国
商
工
会
連
合
会
会
長
表
彰
】

深
堀
勝
悦（
�
木
村
土
建
）

【
�
宮
城
県
観
光
連
盟
会
長
表
彰
】

千
葉
三
男（
東
松
島
市
観
光
協
会

会
長
／
駅
前
）

【
宮
城
県
知
事
褒
状
】山
舘
勝
利

（
�
東
松
島
ま
る
せ
ん
タ
ク
シ
ー
）

【
宮
城
県
商
工
会
連
合
会
会
長
表

彰
】内
海
良
一（
�
奥
松
島
観
光
タ

ク
シ
ー
）▼
菅
原
克
明（
�
守
平
商

店
）▼
渋
谷
和
宣（
矢
本
重
機
興
業

�
）▼
毛
内
清
一（
�
共
伸
工
業
）

▼
奥
津
隆
也（
�
協
和
産
業
）▼
久

道
修（
�
木
村
土
建
）

民
生
･
福
祉
功
労

【
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
】佐
々
木
哲

（
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
会

長
／
下
小
松
）▼
み
ど
り
友
の
会

（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
功
労
団
体
）

【
宮
城
県
民
生
委
員
児
童
委
員
協

議
会
長
表
彰
】酒
井
裕
子（
民
生
委

員
児
童
委
員
／
上
町
三
）▼
小
野

寺
富
久
子（
同
／
関
の
内
三
）▼
加

藤
京
子（
同
／
前
里
）▼
齋
藤
昭
治

（
同
／
横
沼
西
）▼
佐
藤
知
子（
同

／
南
四
）▼
齋
藤
あ
や
子（
同
／
柳

上
）▼
内
海
信
也（
同
／
高
松
）▼

村
田
弘（
同
／
新
町
）

【
宮
城
県
社
会
福
祉
協
議
会
会
長

表
彰
】東
松
島
市
さ
く
ら
会（
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
功
労
団
体
）

公
衆
衛
生
功
労

【
�
全
国
地
区
衛
生
組
織
連
合
会

会
長
表
彰
】佐
々
木
敏
夫（
環
境
衛

生
推
進
員
／
浅
井
）

【
�
宮
城
県
公
衆
衛
生
団
体
連
合

会
会
長
表
彰
】五
野
井
泰
治（
環
境

衛
生
推
進
員
／
横
沼
西
）▼
小
野

健
男（
同
／
柳
下
）▼
故　

及
田
一

雄（
前
同
／
下
町
二
）

体
育
功
労

【
宮
城
県
体
育
協
会
表
彰
】佐
藤
啓

治（
矢
本
町
体
育
協
会
理
事
／
上

町
三
）▼
平
岡
千
代
田（
鳴
瀬
町
体

育
協
会
副
会
長
／
平
岡
）

【
宮
城
県
体
育
指
導
委
員
協
議
会

表
彰
】齋
藤
清
一（
東
松
島
市
体
育

指
導
委
員
／
東
名
新
場
）▼
福
原

す
み
子（
同
／
小
野
上
）

学
校
保
健
功
労

【
宮
城
県
教
育
功
績
者
表
彰
】加
藤

玲
子（
矢
本
中
央
幼
稚
園
園
医
／

関
の
内
二
）▼
遠
谷
良
雄（
鳴
瀬
第

一
中
学
校
学
校
歯
科
医
／
石
巻

市
）▼
須
田
信
之（
鳴
瀬
第
二
中
学

校
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熱唱熱演 力作 勢ぞろい熱唱熱演 力作 勢ぞろい熱唱熱演 力作 勢ぞろい
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▲会場は南国ムードに包まれました（矢本/舞踊の部）

　｢第２回東松島市民文化祭 ｣（同実行委員会主催）が１０月２８日（土）から１１月５日

（日）まで、市コミュニティセンターや小野公民館など市内４つの会場で開催されま

した。

　｢矢本会場 ｣は、同センターで１０月２８日、２９日（日）の２日間にわたり展示の部を開

催。また、舞踊の部を１１月３日（金）、音楽の部を１１月５日に開催しました。

　一方、｢鳴瀬会場 ｣は１１月４日（土）から翌５日までの２日間にわたり、小野地区体

育館を会場に展示の部を開催。また、小野公民館で芸能の部が同日開催されました。

　両会場あわせて、展示の部には市文化協会加盟団体や各公民館の教室受講生、団

体 ･個人の作品約１，５００点を展示。盆栽や絵画、フラワーアレンジメントや陶芸など

の力作がそろいました。音楽や舞踊、芸能などの各ステージ部門にはヨサコイやフ

ラダンス、舞踊団体やカラオケ教室の受講生などが登場。日ごろの練習の成果を披

露していました。

　ここでは、各会場の様子を写真で紹介します。

▲練習の成果を出しきりました（鳴瀬/芸能の部） ▲見事の一言（矢本/展示の部） ▲「立派ですね～」（鳴瀬/展示の部）



第２回東松島市民文化祭　開催�

熱唱熱演 力作 勢ぞろい熱唱熱演 力作 勢ぞろい熱唱熱演 力作 勢ぞろい
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▲美しいメロディーが会場内を魅了（矢本/音楽の部）

▲きれいな歌声を披露（矢本/音楽の部） ▲巧みの技が光ります（鳴瀬/展示の部） ▲素晴らしい舞台に拍手喝采（矢本/舞踊の部）

▲

見事なお手前です（矢本/展示の部）

▲

決めのポーズもそろいました（矢本/舞踊の部）
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人人人人人人人人人人事事事事事事事事事事行行行行行行行行行行政政政政政政政政政政のののののののののの運運運運運運運運運運営営営営営営営営営営ななななななななななどどどどどどどどどどのののののののののの状状状状状状状状状状況況況況況況況況況況人事行政の運営などの状況公公公公公公公公公公表表表表表表表表表表ししししししししししまままままままままますすすすすすすすすす公表します
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平成18年4月1日 
現在職員数

平成18年4月1日 
採用者

平成17年度中平成17年3月31日 
現在職員数

区　　分
退職者数採用者数

341人４人９人５人341人行政職

31人１人２人１人31人労務職

372人５人11人６人372人合計

※１　行政職とは労務職を除いた職員です                  
※２　労務職とは主に保育所調理士や給食センター調理員、学校用務員などです   

１. 職員の任免および職員数に関する状況（一般職）
１－１　職員数

１－２　職員の採用および退職者状況

（１）　採用の状況（平成 17 年度試験）

競争倍率採用者数
最終合格者数 
（B）

第1次試験 
合格者数

第1次試験 
受験者数 
（A）

申込者区　分

－－－－－－行政（事務）
上級職

－－－－－－保健師

16.7倍３人３人９人50人51人保育士中級職

5.0倍１人３人３人５人６人行政（事務）
初級職

－０人１人４人８人８人土木

3.0倍１人１人１人３人３人調理士労務職

※１　初級土木職は本人の意向により辞退となりました
※２　平成 17年度では上級職の採用はありませんでした

（２）　退職者数の状況（平成 17 年度中）

合　計その他自己都合死　亡勧　奨定　年区　　分区　分

７人１人２人－３人１人事務職
行政職

平成17年度中

２人－１人－１人－保育士

１人－－－１人－保育所調理士
労務職

１人－－－－１人給食センター調理員

11人 １人３人０人５人２人合　　計

１－３　部門別職員数の状況

主な増減理由

職　員　数

区　分 対 前 年
増 減 数

平成 1 8 年
4月1日現在

平成 1 7 年
4月1日現在

合併により事務の効率化が図られたための減－1人5人6人議会

一
般
行
政
部
門

行政改革推進室の設置および監査体制の強化などによる増
国勢調査の終了および退職者不補充などによる減

－4人89人93人総務企画

税の収納対策強化による増2人16人14人税務

0人87人87人民生

地域包括支援センターの設置に伴い保健センター職員を介
護の区分に割り当てた事による減
昨年度の計上誤り（し尿処理整備を土木部門へ計上）　－2人

－3人21人24人衛生

県から派遣されていた職員の派遣終了によって市の職員
をその業務に割り当てた事による増   

1人21人20人農林水産

合併により観光業務の事務の効率化が図られたための減－1人7人8人商工・労政

土木契約業務および都市計画業務の事務縮小化による減
昨年度の計上誤り（し尿処理整備を土木部門へ計上）　+2人

0人23人23人土木 (建設)

－6人269人275人小計

生涯学習部門の退職者不補充およびスポーツ振興課の係
統合による担当職員の減

－2人75人77人教育
特別行
政部門

－8人344人352人普 通 会 計　 合 計

0人11人11人下水道公営企
業部門 地域包括支援センターの設置による増2人17人15人国保・介護・その他

2人28人26人特 別 会 計　 合 計

－6人372人378人合 計

※１　県からの派遣職員を含み、石巻広域行政事務組合への派遣職員（１人）を除いています

※詳しくは、東松島市役所のホームページをご覧ください。随時更新予定です。

　東松島市ホームページ　http://www.city.higashimatsushima.miyagi.jp

※一般職から助役へ就任した場合は、その他退職に計上しています
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１－４　年齢別職員数（一般行政職）

36～39歳32～35歳28～31歳24～27歳20～23歳18・19歳18歳未満年　齢区分

23人42人28人13人11人0人0人職員数
18年度

8.8％16.1％10.8％5.0％4.2％0.0％0.0％構成比

18人38人31人16人13人5人0人職員数
17年度

6.9％14.6％11.9％6.2％5％1.9％0％構成比

合　計60歳以上56～59歳52～55歳48～51歳44～47歳40～43歳年　齢区分

260人0人23人45人42人20人13人職員数
18年度

100.0％0.0％8.9％17.3％16.2％7.7％5.0％構成比

260人0人17人44人44人18人16人職員数
17年度

100.0％0.0％6.6％16.9％16.9％6.9％6.2％構成比

１－５　職員派遣の状況

※１　一般行政職とは行政職のうち、保育士、栄養士、保健師、幼稚園教諭、税務職（主に税務課
職員など）を除いたものです

東松島市ではほかの地方公共団体などと人

事の交流を行っています。

内　容人数派遣先区　分

人事交流1宮城県

18年度 派　　遣1
財団法人　宮城
県建設センター

〃1
石巻広域行政事
務組合

２. 職員の給与の状況

〈窓口対応〉�〈窓口対応〉�

２－１　人件費の状況　（１）　人件費の状況（前年度普通会計決算）          

職員数
（各年度当初）

人件費率
（B／A）

人件費B実質収支歳出額A
住民基本
台帳人口

（各年度末）
区　分

353人19.9％3,068,430円356,237円15,421,000円43,834人17年度

359人15.1％2,942,528円417,591円19,480,070円43,628人16年度

※１　人件費には、特別職（市長など）に支給される給料や非常勤特別職（議員など）、さまざまな委員会

など住民の皆さんに参画いただいている分の報酬を含んでいます 

※２　17年度の人件費については、平成 17年 3月に発生した時間外手当（本来ならば 16年度支給予定

分）も含んだ数字となっています

※３　16年度の人件費については、平成15年度に発生した地震災害の復旧費に関する時間外手当が含まれ

ています

（２）　一般職員給与費の状況（本年度普通会計予算）

１人当たり給与費
（B／A）

給　与　費

職員数A区　　分
計　　B期末・勤勉手当職員手当給　　料

5,689千円1,968,487千円520,069千円159,600千円1,288,818千円346人18年度

5,882千円2,076,557千円524,782千円241,670千円1,310,105千円353人17年度

※１　給与費は当初予算に計上された額です

２－２　一般職員の平均給料、給与月額および平均年齢の状況（平成１８年 4月 1日現在）

平均給与月額平均給料月額平均年齢区　　　　分

374,289円324,035円42歳04月一般行政職

18年度 266,814円247,735円44歳03月労務職

－－－国

389,275円321,516円41歳08月一般行政職

17年度 268,081円249,509円44歳10月労務職

382,092円329,728円40歳03月国

２－３　一般職員の初任給の状況（平成１８年 4月 1日現在）

※１　「平均給与」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、通勤手当、住居手当、時
間外勤務手当などの諸手当の額を合計したものです

国東松島市

区　　分

2年後の給料初任給2年後の給料初任給

同左173,600円170,200円大学卒
一　般
行政職

同左140,600円138,400円高校卒

同左138,000円135,600円高校卒

労務職

同左122,000円120,200円中学卒

〈保育所〉�〈保育所〉�

２－４　一般職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成 18年 4月 1日現在）

経験年数20～25年未満経験年数15～20年未満経験年数10～15年未満
区　分

平均給料月額職員数平均給料月額職員数平均給料月額職員数

3,753百円6人3,301百円10人2,706百円14人大学卒
一般行政職

3,343百円14人2,783百円19人2,300百円23人高校卒

2,537百円2人－－－－高校卒
労 務 職

2,490百円3人2,435百円1人2,089百円4人中学卒

※１　経験年数は、採用前に民間企業などに勤務するなど、前歴がある場合には、一定の率を加算しています

公表します　人事行政の運営などの状況
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２－５　一般行政職の級別職員数などの状況

平成18年4月1日現在平成17年4月1日現在

構成比人　数標準的な職務内容構成比人　数標準的な職務内容

4.2％11人参　事課　長６級3.5％9人参　事課　長８級

8.9％23人副参事課　長５級11.2％29人副参事課　長７級

26.9％70人主　幹
課　長
補　佐

４級22.3％58人主　幹
課　長
補　佐

６級

30.4％79人
技術副
主　幹

副主幹３級

15.8％41人
技　術
副主幹

副主幹５級

14.2％37人主　任係　長４級

16.5％43人
技　術
主　査

主　査２級16.5％43人
技　術
主　査

主　査３級

13.1％34人技　師主　事１級

12.3％32人技　師主　事２級

４.２％１１人技　師主　事１級

平成 18年 4月 1日から給料表が改正されました。

２－６　職員手当の状況
（１）　期末手当・勤勉手当

国東松島市

１人当たり平均支給額（17年度）

勤勉手当

 0.70月分

　－千円

 0.75月分

　－千円

　     期末手当

６月期   　    1.4月分

 　  　－千円

12月期   　  1.6月分

　   　－千円

勤勉手当

0.7月分

235千円

0.75月分

251千円

　　 期末手当

６月期    　1.4月分

 　 467千円

１２月期    　1.6月分

　 　 517千円

１人当たり平均支給額（18年度）

勤勉手当

 0.71月分

　－千円

 0.71月分

　－千円

　　期末手当

６月期　   1.4月分

 　　－千円

12月期   　1.6月分

 　　－千円

勤勉手当

0.71月分

 230千円

0.71月分

   －千円

　　期末手当

６月期　   1.4月分

　　 469千円

12月期　   1.6月分

　　　－千円

（加算措置の状況）  
職制上の段階、職務の級な
どによる加算措置

（加算措置の状況）    
課 長15％、参 事・副 参 事
12.5％、課長補佐10％、主幹
7.5％、副 主 幹5％、主 任
2.5％         

（２）　退職手当（平成 18年 4月 1日現在） （３）　地域手当（平成１８年 4月 1日現在）

国東松島市
区　分

勧奨・定年自己都合勧奨・定年自己都合

同左

30.55月分23.50月分勤続20年

支給率
41.34月分33.50月分勤続25年

50.70月分41.50月分勤続30年

58.28月分59.28月分最高限度額

同左定年前早期退職特例措置（2～20％加算）そのほかの加算措置

－
33年7月

22,305千円
14年3月
4,086千円

1人当たり平均支給額

※１　退職手当の1人当たりの平均支給額は、平成１７年度に退職した全
職種に係る職員に支給された平均額です

703千円 支給実績（17年度決算）

117,166円 支給職員１人当たり平均支給年額（17年度決算）

1.9％ 職員全体に占める手当支給職員の割合（18年度）

国の制度
（支給率）

支給対象職員数支給率支給対象地域

18％0人13％
東京都特別区に在勤す
る職員

6％7人4％ 
宮城県仙台市に在勤す
る職員

3％0人 1％ 
宮城県内　名取市・多賀城市・
利府町・富谷町に在勤する職員

　地域手当とは、地域における民間の賃金水準および物価などの格差を
考慮し、派遣期間中と終了後 2年間支給されるものです。

（４）　特殊勤務手当

　対象となるのは著しく危険、不快、不健康または困難な勤務などに
従事した場合です。

332千円 支給実績（17年度決算）

25,576円 支給職員１人当たり平均支給年額（17年度決算）

3.8％ 職員全体に占める手当支給職員の割合（18年度）

4種類手当の種類（手当数）

備考支給単価主な支給対象業務主な支給対象職員手当の名称

－
日額
1,000円

感染症の患者または感
染症の疑いのある患者
の救護および看護

福祉部門の
職員、保健
師

感染症防疫作
業手当（国に
準拠）

現在はシル
バー人材セ
ンターに委
託している
ため支給は
実質なし

一回
1,000円

動物の死体処理に従事
する場合

環境衛生部
門の職員

動物の死体処
理手当（東松
島市独自）

－
日額
3,000円

行旅死亡人の収容また
は護送の作業に従事し
た場合

福祉部門の
職員

行旅死亡人処
理手当（国に
準拠）

福祉職給
料表との
差額を一
部是正

月額
1,300円

保健師および栄養士が
訪問指導に従事する場
合

保健師、栄
養士

訪問指導従事
手当（東松島
市独自）

平成17年度決算平成16年度決算

区 分 

東松島市 旧鳴瀬町旧矢本町

職員１人
当たり支
給年額

支給年額
職員１人
当たり支
給年額

支給実績
職員１人
当たり支
給年額

支給実績支給実績

296,247111,981,496234,02625,742,824240,43359,387,168支給総額

222,52484,114,185199,15321,906,824210,09651,893,808
選 挙 が な

かった場合

－6,620,135－3,477,273－8,492,322
（うち、合併

に係る分）

（５）　時間外勤務手当（普通会計決算）

※１　平成１７年度の支給総額には、平成１７年 3月に発生した時間外手当（平
成１６年度支給予定）も東松島市の予算として支給しています（約
5,100,000 円）

（単位：円）
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公表します　人事行政の運営などの状況

（６）　そのほかの手当

支給職員１人
当たり平均支
給年額（17年
度決算）   

支給実績 
（17年度決算）

国の制度と
異なる内容

国の制度
との同異

内容および支給単価手当名

242,575円47,059 千円－同

・配偶者　13,000円 
・扶養親族のうち2人まで　6,000円 
※配偶者の手当を受給していない場
合は1人目　6,500円、配偶者がいな
い場合は1人目　11,000円 
・被扶養者のうち3人目以降 
　5,000円 
※15歳以上22歳までの被扶養者に
　ついては　5,000円加算

扶養手当

116,743円23,231 千円
・借家 限度27,000円 
・持家 一律 2,500円 
ただし、持家所有5年を経過すると0円

異
・借家　限度額　27,000円 
・持家　　一律　  3,000円

住居手当

54,815円15,841千円 

交通機関利用限度額 
55,000円

同
交通機関利用限度額 
55,000円

通勤手当 自動車などの利用の場合 
片道2kmから 
2,000円～24,500円

異

自動車等の利用の場合 
片道2kmから2,000円～24,500円
※ただし、距離の区分については、
地域の公共機関の実情を勘案し、国
よりも細分化しています。

636,199円19,722千円 －－

総務課長は給料月額の14％、財政課
長・企画調整課長・福祉事務所長・
教育次長は12％、そのほかの課長は
10％、参事・副参事は7％

管理職手当

0円0円 －－

休日において災害時に出勤した総務
課長は6,000円、そのほかの課長は
4,000円、参事・副参事は2,000円 
※1回の出勤が6時間を超えた場合
は各々 1.5倍

管理職特別
勤務手当

0円0円 －同

官署を異にする異動または在勤する
官署の移転に伴い転居し、やむを得
ない事情により配偶者と別居、単身
で生活することを常況とし、通勤距
離が60kmを満たす職員

単身赴任
手当

〈検査確認〉〈検査確認〉

２－７　特別職の報酬などの状況

給料月額など区　　　分

896,000円市 長給 

料
711,000円助　 　 役

641,000円収 入 役

424,000円議　 　 長報 

酬
374,000円副 議 長

350,000円議 員

（18年度支給割合）
4.45月分

市 長
助 役
収 入 役期 

末 
手 
当 （18年度支給割合） 

3.35 月分

議 長
副 議 長
議 員

退職時支 給 時 期

退 
職 
手 
当

給料月額×勤続月数による支給率算 定 方 式

896,000円×21.12＝18,923,520円
711,000円×12.48＝  8,873,280円
641,100円×11.04＝  7,076,640円

（１期の手当額）
市 長
助 役
収 入 役

※１　退職手当の「１期の手当額」は、４月１日現在の給
料月額および支給率に基づき、１期（４年＝４８月）
勤めた場合の退職手当の見込額です  

３. 職員の勤務時間そのほかの勤務条件の状況
３－１　勤務時間の状況

勤務時間など区　　分

毎週月曜日から金曜日までの週５日間
（国民の祝日および12月29日～１月３日
を除く）  

勤務日
※本庁舎および鳴瀬庁舎勤務の場合

午前８時30分～午後５時15分
休息時間：午前10時から15分間、午後3時
から15分間
休憩時間：正午から45分間 

１日の正規の勤務時間

１日８時間×5日間＝40時間１週間当たりの勤務時間

6:00～21:00の間で９パターンを設定し、
８時間の勤務をする

時差出勤制度

３－２　年次有給休暇の状況（平成１７年 1月 1日～平成１７年１２月３１日）

取　得　率
（ｂ）／（a）

平均取得日数
（ｄ）／（ｃ）

対象職員数
（ｃ）

総取得日数
（ｂ）

総付与日数
（ａ）

16.6%６.6日273.0人1,793.4日10,823.0日

３－３　病気休暇の状況（平成１７年度）

取得率合　計
心身の
故障など

内　科外　科区　分

7.70 %295159職員数（人）

1.48 %1,371688402281病休日数（日）

－－137.626.831.2取得日数（日）

※１　職員数の取得率は、全職員数（378 人）のうち病気休暇を取得した者
の割合です                  

※２　病気日数の取得率は、全職員の年間勤務日数（378 人× 245 日）に占
める病気休暇日数の割合です

３－４　そのほかの休暇制度および育児休業制度の概要（平成 17年度）

国東松島市
区　　　　分

付与日数など取得人数付与日数など

市と同じ０人必要と認められた期間骨髄提供のための休暇

有給休暇

〃 ０人5日以内ボランティア休暇

連続する5日以内（週休日含む）３人連続する7日以内（週休日含む）結婚休暇

市と同じ６人出産予定日まで6週間産前休暇

〃６人出産日の翌日から8週間産後休暇

〃１人1日2回それぞれ30分以内1歳未満児の保育時間休暇

〃５人2日以内妻の出産休暇

〃０人5日以内育児参加休暇

〃１人5日以内小学校就学前の子の看護休暇

〃56人配偶者10日、父母7日、子5日など服喪休暇

〃１人1日以内父母の追悼に係る休暇

連続する3日以内－3日以内夏季休暇

市と同じ０人6ケ月以内介護休暇
無給休暇

〃９人3歳に達するまでの必要な期間育児休業
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４. 職員の分限および懲戒処分の状況（平成１７年度）
（１）分限処分
　分限処分とは、勤務実績不良の場合や心身の故障の場合、またはその職
に必要な適格性を欠く場合において、公務能率の維持ならびに適正な行政
運営の確保を図るために行われる処分です。             

（２）懲戒処分
　懲戒処分とは、法令に違反した場合、職務上の義務に違反し、もしくは職
務を怠った場合、または全体の奉仕者たるにふさわしくない非行があった場
合において、職場の秩序を維持し、回復を図るために行われる処分です。 

処分の種類区　　　　分

合計降給休職降任免職処分の具体的な理由

0人0人0人0人0人勤務成績がよくない場合

2人0人2人0人0人心身の故障の場合

0人0人0人0人0人職に必要な適格性を欠く場合

0人0人0人0人0人職制、定数の改廃、予算の減少により廃職、過員を生じた場合

0人0人0人0人0人刑事事件に関し起訴された場合

0人0人0人0人0人条例で定める事由による場合

処分の種類区　　分

合計訓告等戒告減給停職免職処分の具体的な理由

0人0人0人0人0人0人一般服務違反関係

0人0人0人0人0人0人公金公用物等取扱関係

0人0人0人0人0人0人公務外非行行為

1人0人0人1人0人0人
交通事故・交通法規違
反関係

1人1人0人0人0人0人監督責任関係

〈広報 取材〉�〈広報 取材〉�

５. 職員の職務の状況（平成 17年度）
　地方公務員法第 30条の規定により、職員は全体の奉仕者として公共の利益のために

勤務し（身分上の義務）、職務の遂行に当たっては、全力を挙げて専念しなければなら

ない（職務上の義務）とされており、下記の義務や制限が定められています。

違反者数法の規定服務の具体的な内容区分

0人法第33条
職員が職の信用を失墜させる行為によ
り公務全体の信用を損なうことを防止

信用失墜行為の禁止

身分
上の
義務

0人法第34条
秘密の公表による公益および住民のプ
ライバシーの侵害の防止

秘密を守る義務

0人法第36条
職員の政治的中立による継続的安定的
な行政の執行の確保

政治的行為の制限

0人法第37条秩序ある公務の執行の確保争議行為などの禁止

0人法第38条営利企業等の従事による職務遂行への悪影響の防止営利企業などの従事制限

0人法第32条法律に基づく秩序ある行政の執行の確保
法令等および上司の
職務命令に従う義務

職務
上の
義務 0人法第35条能率的で秩序ある行政の執行の確保職務に専念する義務

６. 職員研修および勤務成績の評定の状況
　職員の研修は、人材育成基本方針に基づき、研修を通じて地方分権
時代にふさわしい人材を育成し、本市のまちづくりや行政経営を推進
することを目的に計画しています。

６－１　研修実績
参加人数件数または回数主な研修研修区分

29人４講座
新規採用研修や概ね採用 5，10 年目の全職員を対象とした一般職員研修や、
係長級を対象とした監督者研修、課長級を対象とした管理職研修など

階層別
研　修研修所

研　修
37人20講座

対人能力開発、顧客満足、政策形成、まちづくり実践、知
識習得などの分野の研修

専　門
研　修

35人12講座
人事制度、行政評価、メンタルヘルス、時局講演会など各
種団体が主催する研修や講演会

各種団体主催研修

190人３回全職員を対象にさまざまな行政課題に関する研修や講演会職場研修

3人－県および広域行政事務組合への派遣長期派遣派　遣
研　修  －－市町村職員中央研修所、自治大学校への派遣など短期派遣

６－２　勤務成績の評定の状況
成績不良に
よる措置

成績不良に係る
主な理由

評定結果
評定の時期

成績不良成績良好

昇給の延伸身体の故障のため3人374人平成17年10月1日

７. 職員の福祉および利益の保護の状況
７－１　健康の保持増進
（１）　健康管理対策
　定期健康診断などを実施するとともに、その結果を有効に活用していくため
に次の事業を実施しています。

受診率受診者数対象人数対象者項　目

96.7%233人 241人35歳未満の全職員および臨時職員一般定期健康診断

92.1%222人241人35歳未満の全職員および臨時職員結核健診

98.7%235人 238人35歳以上の全職員人間ドック

34.8%70人 201人40歳以上の全職員（希望により受診）脳ドック

ア　定期健康診断

イ　がん検診

受診率受診者数対象人数対象者項　目

29.0%69人238人35歳以上の全職員乳がん健診

66.7%50人75人35歳以上の女性職員子宮がん検診

（２）　メンタルヘルス対策        
　職員のストレス要因の増加に伴うメンタルヘルス対策として、メンタルヘ
ルスに関する理解と知識の普及、職員の状態に応じた適切な指導のために次
の事業を実施しています。

ア　メンタルヘルス研修会

イ　メンタルヘルス相談

７－２　安全管理
　衛生管理者や安全衛生推進者による職場ごとの安全管理を推進していま
す。なお、平成１７年度における公務災害・通勤災害の認定件数は次のとお
りです。

災害の概要件数加入団体

－0 件地方公務員災害補償基金宮城県支部 

７－３　職員互助会組織の設置 

　職員の相互扶助による福祉の増進のために条例などに基づいて職員互助組織を設置し、職員の
健康増進や元気回復、職員間の親睦を図っています。また、フラワーストリートの植栽事業やク
リーン作戦運動にも積極的に参加しています。互助会は職員からの会費および公費にて運営して
います。

概　　要項　　目

スポーツなどの活動助成金健康増進

レクリエーション事業費、健康増進センター（ゆぷと）利用助成金元気回復

（１）　健康増進および元気回復

（２）　慶弔時の給付

概　　要項　　目

退会給付金、結婚祝金、出産祝金祝　金

弔慰金弔慰金

病気見舞金、災害見舞金その他

公表します　人事行政の運営などの状況
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理
実
習
な
ど
、屋
外
で
は
芋
煮
会

や
紅
葉
狩
り
な
ど
日
々
盛
り
だ
く

さ
ん
の
行
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
ペ
ー
ジ
の
お
問
い
合
わ
せ

■
福
祉
課
障
害
福
祉
・
社
会
福
祉
係

�
内
線
１
１
７
４
〜
１
１
７
８

■
ぎ
ん
の
星（
Ｆ
Ａ
Ｘ　

同
番
号
）

　
　

�
（
代
）　

－

２
０
１
６

８４

ど
こ
で
、
目
的
は

い
つ
活
動
し
て
る
の

　

活
動
日
は
、
月
曜
日
か
ら
金
曜

日
で
、
午
前
９
時　

分
か
ら
午
後

30

３
時
ま
で
の
時
間
帯
で
す
。

　

今
年
度
は
参
加
利
用
料
は
か
か

り
ま
せ
ん
が
、
実
習
な
ど
の
内
容

に
よ
り
実
費
が
発
生
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
状
況
に
応
じ
、
集
合
場

所
か
ら
セ
ン
タ
ー
ま
で
の
送
迎
も

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
関
心
の
あ

る
方
や
、
詳
細
内
容
な
ど
を
お
知

り
に
な
り
た
い
方
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

お
申
し
込
み
に
つ
い
て
は
、
活

動
支
援
セ
ン
タ
ー
直
接
か
市
役
所

福
祉
課
で
受
け
付
け
し
て
い
ま
す
。

■
問　

東
ま
つ
し
ま
地
域
活
動
支

援
セ
ン
タ
ー　

東
松
島
市
矢
本
字

太
子
前　

－

３

３２４

　

�　

－
2
0
1
6

84

●●●●●●●●●●

職職職職職職職職職職

員員員員員員員員員員

紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹

介介介介介介介介介介

●●●●●●●●●●

● 
職 
員 
紹 
介 
●

〈
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員
〉

〈
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員
〉

〈
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員
〉

〈
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員
〉

小野　正生さん 徳力　眞弓さん 相澤　安伸さん 船永　保男さん 小林　英幸さん

▲東まつしま地域活動支援センターは「ぎんの星」に併設しています

「楽しい行事がたく 

さんありますよ」

「一緒に楽しい時間を

過ごしましょう」

「いつでも笑顔でお

待ちしています」

「悩み事、不安な事、

　まずはお電話ください」
「気軽に来てください」
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　10月29日(金)、第２回東松島市農業祭(同実行委員会主催)が

奥松島運動公園を会場に開催されました。

　祭では、白菜、大根などの新鮮野菜や花、特産米｢かぐや姫｣を

販売したほか、焼きカキの試食や牛の乳 搾 り体験を実施。また、
しぼ

１輪車ごとの野菜の重さを当てるクイズや１回100円でクイズ

に答え全問正解だと両手で２回米をすくい取れるイベントなど、

多彩な催しが繰り広げられました。

　このほか、会場内では下水道への理解を深めてもらうことを

目的とした｢下水道促進デー｣も同時開催。下水道の啓発用パネ

ルや各種模型が展示されたほか下水道相談コーナーも設けられ、

来場者の関心を集めていました。

　この日会場には子どもからお年寄りまで約５千人が来場。

買い物やイベントを楽しみながら、収穫の秋を満喫していました。

収穫の秋 満喫収穫の秋　満喫

共に障害者福祉を考える共に障害者福祉を考える

　今年度最後となる五人講演会(同実行委員会主催)が

１１月８日(水)、市コミュニティセンターで開催されました。

　今回講師を務めたのは、前衆議院議員で現在障害者

福祉の分野で活躍中の八代英太さん。｢車椅子から見た

日本の福祉｣と題し、障害者を取り巻く現状や障害者福

祉の重要性などについて講話いただきました。

　八代さんは講演の中で、｢障害は、年老いれば誰もが

体験するもの｣とした上で、障害者福祉の大切さを強調。

また、車椅子での生活を送る自身の体験から、｢暮らしや

すい世の中になってきている現代社会も健常者にとって

の利便性が向上しているだけ。障害者にとっては暮らし

にくい世の中である｣と語り、聴衆から共感を得ていまし

た。

　この日の来場者は約250人。講師が語る、時に笑いも

交えた講話に、真剣に耳を傾けていました。

� ���������������������������������������������

▲クイズに答えたら景品をプレゼント（下水道促進デー）

▲「ダイコン安いわね～」
　　（農業祭）

▲

多
く
の
聴
衆
が
会
場
に
詰

　

め
か
け
ま
し
た

14141414

▲

障
害
者
福
祉
に
つ
い
て
熱
く
語
っ
た

　

八
代
さ
ん

▲「この野菜、何キロかしら？」（農業祭）
▲「メダカすくいだって、 珍 しいね」（農業祭）

めずら
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▲普通のお湯と違うかな？（ナノバブルを足湯で体験）

　

今
年
３
回
目
と
な
る
東
松
島
旬

の
市
が　

月　

日
、ふ
れ
愛
タ
ウ

10

22

ン
小
野
駅
前
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

旬
の
市
で
は
奥
松
島
産
の
カ
キ

や
生
の
サ
ケ
、ダ
イ
コ
ン
や
ネ
ギ
な

ど
を
格
安
で
販
売
。買
い
物
客
な

ど
約
４
千
人
が
訪
れ
、会
場
は
に

ぎ
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

食
べ
て
く
だ
さ
い

地
場
産
品

食
べ
て
く
だ
さ
い　

地
場
産
品

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

図
書
館
ま
つ
り
が　

月　

日
に

10

15

開
催
さ
れ
、大
勢
の
市
民
で
に
ぎ

わ
い
ま
し
た
。大
型
紙
芝
居
や
工

作
教
室
な
ど
が
行
わ
れ
た
ま
つ
り

の
目
玉
は
、不
用
本
を
配
布
す
る

青
空
リ
サ
イ
ク
ル
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア
。

両
手
に
抱
え
き
れ
な
い
ほ
ど
の
本

を
選
ぶ
人
の
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

不
用
本
を
無
料
で
提
供

不
用
本
を
無
料
で
提
供

　
　

月　

日
、市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

１０

２５

ン
タ
ー
で
男
女
共
同
参
画
社
会
づ

く
り
啓
発
事
業（
同
実
行
委
員
会

主
催
）が
行
わ
れ
ま
し
た
。会
場
を

訪
れ
た
参
加
者
は
約　

人
。講
演

２００

や
同
実
行
委
員
会
に
よ
る
寸
劇
な

ど
を
通
し
て
、男
女
協
働
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
を
考
え
ま
し
た
。

協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を

協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を

　10月20日(金)、21日(土)の２日間にわたり、マコモサ

ミットin東松島2006(ジザニア水生植物研究会主催)が

小野公民館などを会場に開催されました。

　これは東南アジア原産のイネ科多年草である｢マコモ｣

の魅力と可能性を探ることを目的に２年に１度、全国で

実施されているもの。今回のサミットには市内のほか埼玉

や新潟などの生産者約100人が参加して、１日目は基調

講演や研究発表、｢マコモの産地化と問題点｣と題したパ

ネルディスカッションが行われました。また、いしのまき農

協鳴瀬地区女性部がつくったマコモご飯やカニ風味あん

かけ、市内の中華料理店が考案したマコモの大学イモ風

などの試食コーナーも設けられ、参加者からは好評を得て

いました。

　２日目には、市内の栽培地である根古、上下堤両地区

を視察。参加者はマコモのよさを感じながら、生産意欲に

つなげていました。

マコモの魅力を再確認マコモの魅力を再確認

　10月17日（火）から19日（木）までの３日間にわたり、お

かえりなさいナノバブル展が�REO研究所研究棟(大曲

字下台)を会場に開催されました。

　これは、次代を担う子どもたちを招き、昨年開催された

｢愛･地球博｣で全世界へ向けて紹介された東松島市発の

新技術｢ナノバブル｣に、慣れ親しんでもらうことを目的

に実施されたもの。同博覧会で実際に使用され、この度経

済産業省より市へ無償で譲渡された巨大水槽も披露され

ました。

　会場には市立保育所に通う児童など約300人が来場。

コイとタイが一緒に泳ぐ巨大水槽を見学したほか、ナノバ

ブルが溶け込んだお湯を使っての足湯も体験しました。

　体験終了後、同研究所の亀山隆夫社長や千葉金夫室長

への質問時間が設けられ、児童たちからは｢どうして海の

魚と川(湖)の魚が一緒に泳いでいるのか｣など、素朴な疑

問が出されていました。

▲「暖まるね～」（石狩鍋の試食コーナー）

▲実行委員の皆さんが寸劇を熱演

▲今年もリサイクルブックフェアは大人気

不思議な世界を体験不思議な世界を体験

※
ナ
ノ
バ
ブ
ル
…
生
物
の
活
性
化
な
ど
無
限
の
可
能
性
を
秘
め
た
直
径
が
１
ナ
ノ（　

億
分
の
１
）メ
ー
ト
ル
以
下
の
超
微
細
な
気
泡

１０

の
こ
と
。�
Ｒ
Ｅ
Ｏ
研
究
所
が
産
業
技
術
総
合
研
究
所（
つ
く
ば
市
）と
共
同
開
発
し
た
も
の
で
す
。

▲マコモの魅力を実感



広報東松島　12月号 1616161616

東
松
島
市
家
計
簿

東
松
島
市
家
計
簿

－

財
政
状
況－

　

今
月
号
で
は
、東
松
島
市
の
平
成　

年
度
決
算
と
平
成　

１７

１８

年
度
予
算
が
市
民
の
身
近
な
と
こ
ろ
で
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ

て
い
る
の
か
を
、皆
さ
ん
の
家
計
を
参
考
に
し
な
が
ら
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

　

今
後
も
皆
さ
ん
か
ら
お
預
か
り
し
た
大
切
な
お
金（
税
金
）

を
有
効
に
活
用
し
、適
正
な
財
政
運
営
を
行
っ
て
い
き
ま
す

の
で
、ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

平
成　

年
度
の
一
般
会
計
決

１７

算
額
は
、市
に
入
っ
て
き
た
お
金

（
歳
入
）が　

億
７
、７
２
４
万
円

１５７

に
対
し
、使
っ
た
お
金（
歳
出
）は

　

億
２
、１
０
０
万
円
と
な
り
ま

１５４し
た
。こ
れ
は
、前
の
年
と
比
較

す
る
と
、歳
入
で
は　

・
７
％
、歳

２０

出
で
は　

・
８
％
の
減
と
な
り
ま

２０

し
た
。 一

般
会
計

歳入合計�
158億円�

国からの配分�
（地方交付税）�
53億円�

国や県から�
（国・県支出金）�
32億円�

○歳入（収入）�

借金（市債）�
14億円�

国や県から�
（譲与税・交付金）�
13億円�

市民の皆さん�
から（市税）�
32億円�

諸収入　4億円�

繰越金　4億円� その他 6億円�

依存財源�
　112億円�

自主財源��
46億円�

歳出合計�
154億円�

福祉に�
（民生費）32億円�

○歳出（支出）�

農林水産業に�
（農林水産業費）�
11億円�

消防に（消防費）�
9億円�

ごみ処理や�
保健などに�
（衛生費）18億円�

借りたお金の��
返済に（公債費）��
15億円�

税務、戸籍などに��
（総務費）20億円�

道路や公園などに�
（土木費）20億円�

学校教育などに�
（教育費）22億円�

商工業・観光に��
（商工費）�
5億円�

その他 2億円�

平成１７年度

決算報告
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計
画
的
な
や
り
く
り
に

努
め
ま
す

17

家計簿での割合

割合(％)金額(万円)項　　　　　目

20100給料など

62310
実家からの援助（負担金・委託金を含
む）

945ローンでまかなう額

630貯金からの繰入、家賃収入など

315前年の繰越

100500計

東松島市の一般会計決算額

金額(億円)項　　　　　目

32市税

45国・県支出金・譲与金など

53国からの配分（地方交付税）

14借金（市債）

10諸収入（使用料や手数料）など

4繰越金

158計

『家計簿に例えると』
東松島市の財政を、分かりやすく皆さんの家計簿（500 万円の例）におきかえてみました。

家計簿での割合

割合(％)金額(万円)項　　　　　目

20100食費

840家族の医療費、介護費用など

1050ローンの返済

21105家の増改築、車の修理代など

1680光熱水費などの日常生活費

1260冠婚葬祭や町内会費

1260子供への仕送りなど

15貯金

100500計

東松島市の一般会計決算額

金額(億円)項　　　　　目

31人件費（市長、職員、議員など）

13生活保護や医療助成など（扶助費）

15借りたお金の返済（公債費）

33投資的経費・維持補修費

24物件費（消耗品、委託料など）

19補助費など（団体補助、各種負担金など）

18繰出金（下水道、国保、介護保険など）

1積立金（防災など）

154計

　

家
計
簿
の
内
容
か
ら
、毎
月
の
給

料（
市
税
）で
は
生
活
が
出
来
ず
に

実
家（
国
や
県
）な
ど
か
ら
の
援
助

（
負
担
・
委
託
を
含
む
）と
銀
行
な

ど
か
ら
の
ロ
ー
ン（
市
債
）で
足
り
な

い
分
を
補
っ
て
い
ま
す
。食
費（
人
件

費
）や
光
熱
水
費（
物
件
費
）な
ど

頑
張
っ
て
節
約
を
し
て
い
ま
す
が
、

今
後
は
実
家
か
ら
の
援
助
も
ま
す

ま
す
厳
し
く
な
る
の
に
対
し
、増
加

傾
向
に
あ
る
ロ
ー
ン
の
返
済（
公
債

費
）や
家
の
増
改
築（
投
資
）を
計

画
的
に
行
う
な
ど
家
計（
財
政
）の

や
り
く
り
に
努
め
ま
す
。

市
債
の
会
計
別
残
高

　

市
債
と
は
、市
の
借
入
金
で
、単

に
資
金
不
足
を
補
う
も
の
で
な
く
、

将
来
に
わ
た
り
利
用
さ
れ
る
道
路

や
学
校
な
ど
を
つ
く
る
と
き
に
、

将
来
利
用
す
る
人
に
も
公
平
に
負

担
し
て
も
ら
う
た
め
に
借
り
る
も

の
で
す
。平
成　

年
度
は
市
全
体

17

で
返
済
し
た
元
金
が　

億
１
、３

16

５
６
万
円
に
対
し
、借
り
入
れ
が

　

億
２
、４
０
０
万
円
と
な
っ
た

１９こ
と
か
ら
、前
年
度
と
比
較
し
て

３
億
１
、０
４
４
万
円
増
加
す
る

結
果
と
な
り
ま
し
た
。

特
別
会
計

　

特
別
会
計
と
は
、特
定
の
事
業

な
ど
を
行
う
も
の
に
つ
い
て
、収

入
と
支
出
を
一
般
会
計
と
は
区
別

し
て
処
理
す
る
も
の
で
、東
松
島

市
で
は
次
の
７
会
計
を
行
っ
て
い

ま
す
。

歳　出歳　入会計名

43億5,449万円43億9,107万円国民健康保険

36億7,040万円37億2,516万円老人保健

19億5,445万円20億1,268万円介護保険

 1億9,657万円 1億9,657万円農業集落排水事業

393万円473万円漁業集落排水事業

19億6,203万円19億6,203万円下水道事業

2億8,075万円2億8,075万円工業団地整備事業

124億2,262万円125億7,299万円７会計の合計

平成17年
度末残高

借り入れ返　　済
平成16年
度末残高

会計区分

149億5,461万円13億6,530万円12億585万円147億9,516万円一般会計

95億3,523万円5億5,870万円3億3,297万円93億950万円下水道事業

16億8,203万円7,474万円17億5,677万円
農業集落
排水事業

261億7,187万円19億2,400万円16億1,356万円258億6,143万円計

市有財産の状況

○土　地  2,780,419.83㎡   　　○建　物  154,577.07㎡

 ※公園や学校用地など     　　※市役所や市営住宅など

○財政調整基金 　796,911,635 円   ○出資による権利　617,841,000 円

○減債基金  　 278,093,853 円   ○貸付金（奨学資金など） 210,211,389 円

○有価証券  　   32,485,000 円   ○車　両　　　122 台 

（収入の部）

（支出の部）※性質別で表しています
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【平成１７年度の主な事業の成果】

商　工　費

商工業育成融資事業　　　　   5,717万円

観光振興事業  　　　 　　　　2,664万円

土　木　費

公園管理事業　　　　　　　　　　3,891万円
木造住宅耐震診断等対策事業　 　2,179万円
特定防衛施設周辺整備事業（道路）　　４億1,915万円
公営住宅建設事業 　　　     １億6,206万円

総　務　費

国勢調査　　　　　　　　　　　　1,731万円

防衛施設対策事業　　　　　　 　1,819万円

震災対策事業　　　　　　  　　２億2,016万円

民　生　費

障害者居宅・施設支援費　　　 ３億3,345万円
在宅介護支援センター事業　  　　3,857万円
生活保護扶助事業　　　　　  　　４億1,619万円
児童保育事業 　　　     　    ５億   387万円▲下浜橋の建設工事（大曲地内）

▲楽しそうに遊ぶ子どもたち

消　防　費

石巻広域消防負担金　　　 　 ６億807万円

消防施設管理事業  　　　　　 　   646万円

防災基金積立事業　　　 　　　 　      １億円

教　育　費

野蒜小学校防音機能復旧事業　 ３億6,890万円

学校給食事業　　　　　     　３億403万円

図書館運営サービス事業   　　 2,490万円

社会体育施設管理運営事業  　    9,782万円 ▲ノリ収穫の様子（大曲浜）

▲「学校給食おいしいね」

衛　生　費

各種検診・予防事業                  １億3,181万円
一般廃棄物最終処分場建設事業   　３億5,138万円
合併処理浄化槽補助事業   　    9,613万円

農　林　水　産　業　費

園芸特産重点化整備事業   　　3,455万円
県営ほ場整備事業負担金  　　 3,707万円
松くい虫防除事業   　　　　　4,100万円
地域水産物供給基盤整備事業　１億6,000万円

以上が平成17年度の決算状況です。��
ちなみに、皆さんが預けたお金（市税）と、返されたお金�
（受けたサービス）を一人当たりにすると・・・��
　　預けたお金　　　72,400円��
　　返されたお金　　352,400円となります。�



広報東松島　12月号19

【一　般　会　計】
【歳　入】     　　　　　　　　　　　        （単位：万円）

未収入額収入済額予算現額項　　目

134,729333,797468,526地 方 交 付 税

136,082180,703316,785市　 　 　 税

145,39055,079200,469国 庫 支 出 金

176,0600176,060市　 　 　 債

56,6418,37565,016県 支 出 金

53,888053,888繰　 入　 金

119,800101,521221,321そ　 の　 他

822,590679,4751,502,065計

【歳　出】     　　　　　　　　　　          （単位：万円）

未支出額支出済額予算現額項　　目

181,083161,479342,562民　 生　 費

158,86676,042234,908教　 育　 費

158,98853,096212,084衛　 生　 費

128,47873,923202,401土　 木　 費

79,851 80,569160,420総　 務　 費

93,470 40,620134,090公　 債　 費

133,17082,430215,600そ　 の　 他

933,906568,1591,502,065計

【特　別　会　計】

執  行  率支出済額収　入　率収入済額予算現額会　計　名

39.7%16億5,737万円43.9%18億3,084万円41億7,328万円国民健康保険

42.4%14億7,301万円44.5%15億4,847万円34億7,704万円老人保健

38.9%7億9,158万円46.9%9億5,415万円20億3,375万円介護保険

20.4%256万円20.7%259万円1,254万円介護予防サービス事業

43.8%8,325万円49.4%9,398万円1億9,022万円農業集落排水事業

17.0%96万円55.4%313万円566万円漁業集落排水事業

29.9%6億　226万円31.1%6億2,787万円20億1,423万円下水道事業

38.7%46億1,097万円42.5%50億6,103万円119億　673万円計

【市税の納入状況】

収　納　率収入済額調　定　額項　　目

46.4%6億3,324万円13億6,348万円市民税

54.9%9億8,490万円17億9,488万円固定資産税

86.4%6,530万円7,561万円軽自動車税

82.1%1億1,650万円1億4,198万円市たばこ税

0.0% 0万円34万円特別土地保有税

100.0%709万円709万円入湯税

53.4%18億　703万円33億8,338万円計

【市民１人・１世帯当たりの金額】

市　債税負担支　出一般会計

329,685円72,371円343,156円市民１人当たり

984,647円216,146円1,024,880円１世帯当たり

　左の『市税の納入状況』は、皆さんの収入�
や財産に応じて課税されている市税の現在の�
納入状況です。�
納め忘れの無いようよろしくお願いします。��
　左下の『市民１人・１世帯当たりの金額』�
は現在の予算額と市債残高を９月30日現在の�
人口と世帯数から計算し、１人・１世帯当た�
りを表したものです。�

0 20 40 60 80 100

一般会計予算執行状況（H18歳入）�

地方交付税�

市　　　税�

国庫支出金�

市　　　債�

県 支 出 金�

繰　入　金�

そ　の　他�

　　　　計�
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57.0％�

27.5％�

12.9％�

45.9％�

45.2％�

0％�

0％�
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43.0％�

72.5％�

87.1％�

54.1％�

54.8％�

100.0％�

100.0％�
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一般会計予算執行状況（H18歳出）�

民　生　費�

教　育　費�

衛　生　費�

土　木　費�

総　務　費�

公　債　費�

そ　の　他�

　　　　計�

47.1％�

32.4％�

25.0％�

50.2％�

38.2％�

37.8％�

36.5％�

30.3％�

52.9％�

67.6％�

75.0％�

49.8％�

61.8％�

62.2％�

63.5％�

69.7％�

　もっと詳しい内容

を知りたい方は、市

のホームページに掲

載していますのでご

覧ください。�

※人口 43,772 人　世帯数 14,656 世帯（１８年９月３０日現在）

平成１８年度

財政状況
上半期

（平成１８年９月３０日現在）
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騒騒騒騒騒騒騒騒騒騒騒音音音音音音音音音音音区区区区区区区区区区区域域域域域域域域域域域
見見見見見見見見見見見直直直直直直直直直直直ししししししししししし問問問問問問問問問問問題題題題題題題題題題題

知事の意見照会に対し回答書を提出
　大幅縮小の方針を打ち出された航空自衛隊松島基地周辺の騒音

区域。これを受けての関係機関に対する、市の取り組みをお知ら

せします。

　１０月２６日（木）、仙台防衛施設局より防衛施設周辺の生活環

境の整備などに関する法律に基づく区域の指定について宮城

県知事への意見徴収に伴い、知事から本市に対し指定素案に

対する意見照会がありました。

　市長は早速、東松島市基地対策審議会に諮問を行い、

１１月８日（水）に答申書が提出されました。これを受け、

議会に対し回答内容の説明を行うとともに１１月１５日

（水）、下記のとおり宮城県知事に対し回答しています。

なお、宮城県知事は関係３市（東松島市、石巻市、塩竃

市）の回答を受け、１１月２２日（水）仙台防衛施設局へ意

見書を提出しています。

住民の声に耳を傾けてください

　東松島市民は、松島飛行場から発生する航空機騒音

に長年にわたり悩まされ続けており、ブルーインパルス

機の市街地上空でのアクロバット飛行に伴う恐怖感と不

快感に併せ、平成１６年から本格運用されたＦ－２型支援

戦闘機の騒音などは、特に基地周辺住民の生活環境に

多大な影響を及ぼしております。そのため、従前より東

松島市として第一種区域などの拡大について関係省庁

などに強く要望して参りましたが、先に示された騒音度

調査結果などの概要では、東松島市の対象区域が大幅

に縮小されるという案が示されており、このことは、これ

までの要望と相反するものであります。さらに、市民

16,000人を超える署名による調査結果の撤回を求める

切実な声が寄せられており、市民の感情を考えると決し

て容認できるものではなく、今回示された第一種区域

等指定素案においても、予てより要望していた市民の意

向が反映されないことは誠に残念でなりません。

　東松島といたしましては、今回の素案については通

告と受け止め、今後の防衛施設庁の対応について以下

のとおり要望いたします。

１．第一種区域の指定基準を現行７５Ｗから｢航空機騒音

に係る環境基準｣である７０Ｗに改め区域拡大を図ること。

２．WECPNLによる航空機騒音の評価は、住民が感じる騒

音の程度、恐怖感などを必ずしも適正に反映していると

は思えないので、より適正な騒音評価方法を検討するこ

と。

３．騒音測定器の増設など、調査体制の整備拡充を国の

責任において実施すること。

４．松島基地周辺の騒音状況に変化に応じ、迅速に調査

を実施し区域の見直しを図ること。

５．住宅防音工事で実施した建具、空調設備の機能復旧

については地域、期間を設定せずに継続実施すること。

６．住民が受けている航空機騒音被害の実情を踏まえ、

住民の生活環境の保全のためこれまで以上に民生安定、

障害防止事業などを進めること。

７．アクロバット飛行専門の飛行隊であるブルーインパル

スが所属する基地であることから、市街地上空での低空

飛行による危険度、恐怖感といった特殊性を考慮し、他の

基地とは差別化した適切な措置をとること。

回　　　答　　　書

基
地
対
策
審
議
会

　
　
　
　
　

市
へ
答
申

　

騒
音
区
域
縮
小
の
問
題
で
、対

応
を
協
議
し
て
き
た
東
松
島
市
基

地
対
策
審
議
会（
三
浦
勝
志
会
長

／
委
員　

人
）は　

月
８
日（
水
）、

２０

１１

阿
部
秀
保
市
長
に
対
し
て
区
域
拡

大
な
ど
７
項
目
の
要
望
を
盛
り
込

ん
だ
答
申
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

　

三
浦
会
長
と
佐
藤
充
信
副
会
長

か
ら
答
申
書
を
受
け
取
っ
た
阿
部

市
長
は
、「
内
容
を
重
く
受
け
止
め

ま
す
。今
後
の
松
島
基
地
と
の
協
力
、

協
調
体
制
の
継
続
を
考
え
る
と
き
、

今
回
の
線
引
き
は
理
解
に
苦
し
み

ま
す
」と
語
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
先
立
ち
、同
審
議
会
で
は

　

月
６
日（
月
）に
委
員
が
集
ま
り
、

１１国
が
示
し
た
騒
音
区
域
見
直
し
の

最
終
素
案
に
基
づ
い
て
意
見
を
交

わ
し
ま
し
た
。こ
の
席
で
会
長
は「
区

域
の
縮
小
は
住
民
が
受
け
る
被
害

を
考
え
る
と
納
得
で
き
な
い
。引
き

続
き
区
域
の
拡
大
を
要
望
し
た
い
」

と
意
見
を
述
べ
ま
し
た
。

▲答申書を手渡す三浦会長
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家
庭
な
ど
に
設
置
さ
れ
て
い
る

ホ
ー
ム
タ
ン
ク
か
ら
油
が
流
出
す

る
事
故
が
増
え
て
い
ま
す
。特
に
、

北
上
川
と
鳴
瀬
川
の
流
域
で
の
事

故
が
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

油
も
れ
対
策
は
万
全
に
！

　

家
庭
に
設
置
し
て
い
る
ホ
ー
ム

タ
ン
ク
の
点
検
を
し
ま
し
ょ
う
。

①  
タ
ン
ク
を
設
置
す
る
場
所
の

補
強
や
チ
ェ
ー
ン
な
ど
に
よ
る
転

倒
防
止
の
対
策
は
大
丈
夫
で
す

か
？

②  
タ
ン
ク
と
配
管
の
結
合
部
分

は
タ
ン
ク
が
揺
れ
て
も
損
傷
し
な

い
よ
う
な
構
造
で
す
か
？

③  
万
一
の
流
出
に
備
え
て
、防
油

堤
を
設
置
し
て
い
ま
す
か
？

十
分
な
注
意
と
防
災
意
識
で
！

　

ホ
ー
ム
タ
ン
ク
か
ら
ポ
リ
タ
ン

ク
に
移
し
替
え
て
い
る
最
中
に
目

を
離
し
た
り
、移
し
替
え
た
後
に

ホ
ー
ム
タ
ン
ク
の
バ
ル
ブ
を
閉
め

忘
れ
た
た
め
に
油
が
流
出
し
た
事

　

「
ご
み
集
積
所
が
汚
い
！
」と
市

役
所
に
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
が
、皆
さ
ん
集
積
所
を

誰
が
管
理
し
て
い
る
か
ご
存
知
で
す

か
？

　

実
は
、集
積
所
は
各
地
区
で
管

理
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、建
物

が
あ
る
と
こ
ろ
で
は
、建
物
の
修
繕

や
分
別
用
コ
ン
テ
ナ
の
管
理
な
ど
も

地
区
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

清
掃
な
ど
は
、当
番
制
で
地
区

民
で
順
番
に
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も

あ
れ
ば
、衛
生
推
進
員
さ
ん
が
一

人
で
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
よ

故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

も
し
流
出
し
た
ら
即
連
絡
を
！

　

自
分
で
処
理
し
た
つ
も
り
で
も

地
面
に
染
み
込
ん
だ
油
が
、後
か

ら
水
路
に
染
み
出
た
り
、雨
が
降
っ

た
時
に
流
れ
出
た
り
し
ま
す
。

　

も
し
も
油
が
流
出
し
た
と
き
は
、

速
や
か
に
消
防
署
ま
た
は
市
役
所

に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

側
溝
の
水
も
川
に
流
れ
ま
す
！

　

家
の
前
の
小
さ
な
細
い
側
溝
も

最
終
的
に
は
川
へ
流
れ
て
い
き
ま

す
。川
の
水
は
、水
道
用
水
や
工
業

用
水
、農
業
用
水
に
使
わ
れ
て
い

ま
す
。ま
た
、魚
類
や
多
様
な
生
物

の
生
息
の
場
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
暮
ら
し
と
豊
か
な
自

然
を
守
る
た
め
に
も
、十
分
な
注

意
を
お
願
い
し
ま
す
。

油
類
の
取
り
扱
い
に　

　
　
　
　

ご
注
意
を　
!!

ご
み
一
言
メ
モ

  
＝
年
末
年
始
の
収
集
日
＝

「
雑
が
み
」の

　
　

排
出
の
仕
方
に
つ
い
て

　

ご
み
減
量
の
た
め
、段
ボ
ー
ル

や
新
聞
紙
な
ど
の
ほ
か
に「
雑
が

み
」を
分
別
収
集
し
て
い
ま
す
。小

さ
く
て
落
ち
て
し
ま
い
そ
う
な
場

合
は
、封
筒
や
紙
袋
に
ま
と
め
て

入
れ
て
、「
紙
ひ
も
」で
縛
っ
て
か
ら

出
し
て
く
だ
さ
い
。

ど
は
、封
筒
な
ど
に
入
れ
て
雑
が
み

と
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ　

「
雑
誌
」と「
雑
が
み
」の
分
別

の
仕
方
、境
が
分
か
り
ま
せ
ん
。

Ａ　

目
安
と
し
て
は
、記
載
内
容
に

か
か
わ
ら
ず
、背
表
紙
が
あ
る
も
の

や
背
表
紙
が
な
く
て
も
厚
い
も
の
は

雑
誌
類
、薄
い
も
の
は
雑
が
み
類
と

し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

明
確
な
境
は
特
に
決
ま
っ
て
い
ま

せ
ん
。

う
で
す
。

　

集
積
所
が
汚
い
と
い
う
状
況
が

続
く
場
合
は
、環
境
美
化
、景
観
上

の
問
題
か
ら
集
積
所
の
閉
鎖
も
考

え
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　

ご
み
を
出
す
と
き
は
、集
積
所
が

汚
れ
な
い
よ
う
に
き
れ
い
に
使
い
、

み
ん
な
で
管
理
す
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

環
境
衛
生
係
か
ら

環
境
衛
生
係
か
ら

廃
棄
物
対
策
係
か
ら

廃
棄
物
対
策
係
か
ら

▲紙ひもでしばって出
　してください

Ｑ　

分
別
収
集
を
す
る「
雑
が
み
」

は「
小
さ
い
紙
」だ
け
で
す
か
？

Ａ　

違
い
ま
す
。新
聞
、雑
誌
、段

ボ
ー
ル
、紙
パ
ッ
ク
以
外
の
紙
類
は

大
き
さ
に
か
か
わ
ら
ず「
雑
が
み
」

と
し
て
収
集
し
ま
す
。（
禁
忌
品
は

除
く
）

Ｑ　

ハ
ガ
キ
は
細
か
く
切
断
し
て

出
し
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
か
？

Ａ　

は
い
。細
か
く
し
た
ハ
ガ
キ
な

「
雑
が
み
」に
つ
い
て
、

質
問
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

Q & A

あ
な
た
の
地
区
の
集
積
所

　
　
　
　

き
れ
い
で
す
か
？▲集積所はきれいに使いましょう

　

年
末
年
始
の
ご
み
収
集
は
、

基
本
的
に
は　

月　

日
か
ら
１

12

30

月
３
日
ま
で
が
休
み
と
な
り
、

そ
の
ほ
か
の
日
は
、
以
前
配
布

し
た
「
ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
」

の
と
お
り
に
収
集
を
行
い
ま
す
。

　

毎
年
、
年
末
年
始
は
大
掃
除

な
ど
の
ご
み
が
一
斉
に
集
積
所

に
出
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
分

別
な
ど
も
乱
雑
に
な
り
が
ち
で

す
。
い
つ
も
ど
お
り
き
ち
ん
と

し
た
分
別
方
法
で
決
め
ら
れ
た

日
に
集
積
所
に
出
す
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

■
問　

廃
棄
物
対
策
係

内
線　

2
1
6
2
･
2
1
6
3

▲封筒などに
　入れて

生
ご
み
処
理
機
、

堆
肥
化
容
器
補
助
金
締
め
切
り

生
ご
み
の「
電
動
処
理
機
」と「
堆
肥

化
容
器
」の
購
入
費
補
助
金
の
受

け
付
け
は
、予
定
個
数
に
達
し
た
た

め
に
締
め
切
り
ま
し
た
。

● お知らせ ●
　毎年１２月になると、し尿汲み取

りの申し込みが大変混雑します。

　し尿処理の割当て数量に制限

がありますので、お早めに余裕を

もって業者にお申し込みくださ

い。
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～知っ得情報～

平成19年度採用東松島市職員上級募集�
■職種と対象：上級(保健師)１人程度�

　※保健指導などに従事します。�

上級職／昭和57年４月2日～昭和60年４月1日までに

　　　　生まれた方で、保健師の資格を有する方。また

　　　　は平成19年３月31日まで取得する見込みの

　　　　方�

■申込：申込用紙は総務課にあります。郵送で請求す

　　　　る場合は｢職員採用統一試験申込書請求｣と朱

　　　　書きし、あて先を明記した返信用封筒(Ａ４サ

　　　　イズの用紙が入る封筒に120円切手を貼付)を

　　　　同封してください。�

■試験日時：平成19年１月28日(日)　10時～�

■試験会場：宮城県自治会館�

　　　　　　(仙台市青葉区上杉１－２－３)�

■受付期間：平成18年12月1日(金)�

　　　　　　　　　　～平成19年１月５日(金)�

■問　総務課総務係　�内線1214

　
　
　
 
募　

集

東
松
島
市
生
涯
学
習
カ
レ

ン
ダ
ー
掲
載
原
稿
募
集

　

平
成　

年
度（
平
成　

年
４
月

１９

１９

〜
平
成　

年
３
月
）の
カ
レ
ン
ダ
ー

２０

に
掲
載
す
る
原
稿
を
募
集
し
ま
す
。

内
容
は
市
民
を
対
象
と
し
た
行
事
、

大
会
な
ど
で
す
。

■
申
込
期
限　
　

月　

日（
水
）

１２

２７

■
申
込
方
法　

行
事
名
、月
日
、氏

名（
団
体
名
）、電
話
番
号
な
ど
を

明
記
の
上
、左
記
に
よ
り
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

■
配
布
予
定　

平
成　

年
３
月
末

１９

（
全
戸
配
布
）

■
問
・
申
込　

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

　

�
内
線　

２
２
３
６
・
２
２
３
７

　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ　
　

－

３
９
５
４

８７

E
-m
a
il:sy

o
g
a
i@
city
.h
ig
a
sh

im
a
tsu
sh
im
a
.m
iy
a
g
i

矢
本
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
臨
時
職
員
募
集

■
対
象　

年
齢　

歳
以
下
で
実
務

４５

経
験
が
あ
り
パ
ソ
コ
ン（
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ

ｌ
・
Ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
）が
で
き
る
方

■
資
格　

保
育
士
資
格

■
賃
金　

時
給　
　

円
８５０

■
募
集
人
員　

１
人

■
勤
務
内
容　

子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
職
員
指
導
助
手　

週
４
日
６

時
間
勤
務

■
締
切　
　

月
８
日（
金
）　

履
歴

１２

書（
写
真
貼
付
・
保
育
士
証
）を
福

祉
課
子
育
て
支
援
係
へ
持
参

■
問　

福
祉
課
子
育
て
支
援
係　

　
　
　

�
内
線
１
１
８
５

臨
時
保
育
士
募
集

■
対
象　

年
齢　

歳
以
下

４５

■
資
格　

保
育
士
資
格

■
賃
金　

日
給　

６
、
８
０
０
円

■
募
集
人
員　

１
人

■
勤
務
内
容　

児
童
の
保
育　

　
　
　
　
　
　

１
日
８
時
間
勤
務

■
締
切　
　

月
８
日
（
金
）　

１２

　

履
歴
書
（
写
真
貼
付
・
保
育
士

証
）
を
福
祉
課
子
育
て
支
援
係

へ
持
参

■
問　

福
祉
課
子
育
て
支
援
係　

　
　
　

�
内
線
１
１
８
６

小
規
模
特
認
校
児
童
募
集

　

宮
戸
小
学
校
で
は
、市
教
育
委

員
会
か
ら
小
規
模
特
認
校
の
指
定

を
受
け
、た
だ
い
ま
入（
転
）学
児

童
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

東
松
島
市
に
住
所
を
お
く
方
で

あ
れ
ば
、入（
転
）学
で
き
ま
す
。

恵
ま
れ
た
自
然
環
境
の
中
で
学
ん

で
み
ま
せ
ん
か
。

■
問　

宮
戸
小
学
校

　
　
　

�　

－

２
２
０
９　

８８

　

学
校
教
育
課
学
校
教
育
係

　

�
内
線
２
２
２
０
〜
２
２
２
２

自
衛
官
な
ど
募
集

〈
自
衛
隊
生
徒
〉  
 
 

■
募
集
人
員　

陸　

約　

人
／
海

２５０

　

約　

人
／
空　

約　

人 

５０

５０

■
資
格 

中
卒（
見
込
含
）　

歳
未
満
の
方

１７

■
受
付
期
間　
　

月
１
日（
水
）〜

１１

平
成　

年
１
月
９
日（
火
）  
 

１９

〈
貸
費
学
生
〉  
 

■
募
集
人
員　

陸
海
空　

約　

人
１０

■
資
格 

大
学
理
学
部
・
工
学
部

の
３
・
４
年
次
ま
た
は
大
学
院
修

士
課
程
在
学（
正
規
の
修
業
年
限

を
終
わ
る
年
の
４
月
１
日
現
在
で

　

歳
未
満
）大
学
院
修
士
課
程
在

２６学
者
は　

歳
未
満

２８

■
受
付
期
間　
　

月
１
日（
金
）〜

１２

平
成　

年
１
月　

日（
金
） 

１９

１９

〈
２
等
陸
・
海
・
空
士（
男
子
）〉 

■
募
集
人
員　

陸　

約
５
、２
0
０
人
／

海　

約
１
、１
０
０
人
／
空　

約
１
、６
４
０
人

■
資
格 
　

歳
以
上　

歳
未
満
の
方

１８

２７

■
受
付
期
間　

通
年 

■
問　

自
衛
隊
宮
城
地
方
連
絡
部

　
　

石
巻
募
集
事
務
所

　
　

�　

－

６
７
８
９

８３

第
４
回
東
松
島
旬
の
市
開
催

　

旬
の
野
菜
や
魚
介
類
、そ
の
ほ

か
地
場
産
品
を
販
売
し
ま
す
。無

料
試
食
コ
ー
ナ
ー
や
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
も
同
時
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　
　

月　

日（
日
）

１２

１７

　
　
　
　

９
時
〜　

時
１４

■
場
所　

ロ
ッ
ク
タ
ウ
ン
矢
本
地
内

〈
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
募
集
〉

■
募
集
開
始　
　

月
４
日（
月
）〜

１２

■
募
集
数　
　

ブ
ー
ス

２０

■
出
店
料　
　

円（
１
ブ
ー
ス
あ
た
り
）

５００

■
問　

商
工
観
光
課
商
工
振
興
係

　
　
　

�
内
線
２
１
２
３

　
　
　
 
お
知
ら
せ

「
住
基
カ
ー
ド
」を
ご
存
知
で
す
か

　

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
は
身
分

証
明
書
の
代
わ
り
と
な
り
ま
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
身
分
証
明

書
の
提
示
を
求
め
ら
れ
る
こ
の
頃
、

そ
う
し
た
と
き
に
市
町
村
発
行
の

「
住
基
カ
ー
ド
」
が
役
立
ち
ま
す
。

　

写
真
付
き
な
ら
銀
行
や
郵
便
局

で
口
座
を
開
設
す
る
と
き
や
携
帯

電
話
の
購
入
時
な
ど
に
公
的
証
明

書
と
し
て
使
え
ま
す
。
カ
ー
ド
発

行
申
請
の
際
は
保
険
証
お
よ
び
年

金
証
書
な
ど
２
種
類
以
上
の
本
人

確
認
が
で
き
る
書
類
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
有
効
期
限
は
発
行
か
ら

　

年
間
、
手
数
料
は　

円
で
す
。

１０

５００

■
問　

市
民
課
窓
口
サ
ー
ビ
ス
係

　
　
　

�
内
線
１
１
２
２

石
巻
広
域
都
市
計
画
用
途
地
域

の
変
更
に
つ
い
て
説
明
会
開
催

　

石
巻
広
域
都
市
計
画
区
域
区
分

の
変
更（
大
溜
地
区
の
市
街
化
区

域
編
入
）に
伴
う
、用
途
地
域
の
変

更
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
開
催
日
時　
　

月　

日（
火
）

１２

１２

　
　
　
　
　
　
　

時　

分
〜

１８

３０

■
開
催
場
所　

市
役
所
本
庁
舎

■
問　

都
市
計
画
課
都
市
計
画
係

　
　
　

�
内
線
１
２
７
４
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東
松
島
市
ま
ち
づ
く
り

フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催

　

我
が
ま
ち
を
美
し
く
コ
ン
ク
ー
ル
の

表
彰
や
、基
調
講
演
も
行
わ
れ
ま
す
。

■
日
時　
　

月
５
日（
火
）　

時　

分

１２

１８

３０

■
会
場　

市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

■
入
場
料　

無
料

■
問　

企
画
調
整
課
企
画
統
計
係

　
　
　

�
内
線
１
２
３
５

「
建
築
確
認
申
請
の
中
間

検
査
」実
施

　

工
事
途
中
の
建
築
物
の
検
査
を

実
施
し
ま
す
。中
間
検
査
の
対
象
と

な
る
建
築
物
は
、指
定
さ
れ
た
工
程

に
お
い
て
、建
築
主
事（
宮
城
県
）ま

た
は
指
定
確
認
検
査
機
関（
民
間
）

の
検
査
を
受
け
て
合
格
し
な
け
れ
ば

工
事
を
再
開
す
る
こ
と
が
で
き
な
く

な
り
ま
す
。

■
実
施
期
間　

平
成　

年　

月
１

１８

１２

日
か
ら
平
成　

年　

月　

日

２３

１１

３０

※
平
成　

年　

月
１
日
以
降
に

１８

１２

建
築
確
認
申
請
を
受
理
し
た
建
築

物
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

■
対
象
建
築
物（
新
築
・
増
築
・
改

築
を
行
う
場
合
）

①
木
造
の
場
合
・
一
戸
建
て
住
宅
、

長
屋
、共
同
住
宅
な
ど
：
地
階
を

除
く
階
数
が
２
以
下
で　
 
㎡ 
を
超

５０

え
る
も
の
／
す
べ
て
の
用
途
の
建
築

物
：
地
階
を
除
く
階
数
が
３
以
上

で　
 
㎡ 
を
超
え
る
も
の
②
木
造
以
外

５０
の
場
合
・
不
特
定
多
数
の
人
々
が
利

用
す
る
特
殊
建
築
物
：
地
階
を
除

く
階
数
が
３
以
上
で　

㎡

を
超
え

１００

る
も
の

■
検
査
を
行
う
工
程

①
木
造
の
場
合
・
建
て
方
工
事
を
完

了
す
る
工
程

②
木
造
以
外
の
場
合
・
基
礎
配
筋

を
完
了
す
る
工
程
／
地
上
２
階
の

床
配
筋
、床
版
の
取
付
を
完
了
す
る

工
程

■
問　

宮
城
県
石
巻
土
木
事
務
所
建
築

班　

�
０
２
２
５－

　

－

８
６
９
１

９４

建
設
課
建
築
係
�
内
線
１
２
５
３

税
滞
納
整
理
の
強
化

　

税
の
滞
納
者
が
増
え
続
け
て
い
る

こ
と
か
ら
、納
税
の
専
門
知
識
を
持

つ
宮
城
県
職
員
２
人
を「
税
緊
急
対

策
担
当
」と
し
て
受
け
入
れ
、滞
納

整
理
に
向
け
た
業
務
に
力
を
入
れ

ま
す
。派
遣
職
員
の
受
け
入
れ
期
間

は　

月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
の
４
ヵ

12
月
間
。国
の
三
位
一
体
の
構
造
改
革

で
実
施
さ
れ
る
見
込
み
の
所
得
税
か

ら
個
人
住
民
税
へ
の
本
格
的
な
税
源

移
譲
を
見
据
え
て
、収
納
率
向
上
に

よ
り
滞
納
額
縮
減
を
図
る
た
め
、市

職
員
と
の
共
同
徴
収
、差
し
押
さ
え
、

公
売
支
援
な
ど
を
行
い
ま
す
。ま
た
、

職
員
内
で
滞
納
処
分
技
法
な
ど
に

関
す
る
研
修
も
実
施
し
、収
納
ア
ッ

プ
の
た
め
の
指
導
を
し
ま
す
。

■
問　

納
税
推
進
室
納
税
推
進
係

　
　
　

�
内
線
1
1
4
2

製
造
事
業
所
の
皆
さ
ん
へ

工
業
統
計
調
査
実
施

　

「
平
成　

年
工
業
統
計
調
査
」を

18

　

月　

日
現
在
で
行
い
ま
す
。調
査

12

31

の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、本
年　

月
12

か
ら
来
年
１
月
に
か
け
て
調
査
員
が

お
伺
い
し
ま
す
の
で
、ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。調
査
票
に
記
入
し
て
い

た
だ
い
た
内
容
に
つ
い
て
は
、統
計
法

に
基
づ
き
秘
密
が
厳
守
さ
れ
ま
す
の

で
、正
確
な
ご
記
入
を
お
願
い
し
ま

す
。

■
実
施
機
関　

経
済
産
業
省
、宮

城
県
、東
松
島
市

■
問　

企
画
調
整
課 
企
画
統
計
係 

　
　
　

�
内
線
1
2
3
6

　

月
の
低
気
圧
被
害
に
関
す

１０る
農
業
災
害
対
策
資
金
新
設

■ 
融
資
対
象
者　

平
成　

年　

月
6
日

18

10

か
ら
8
日
の
低
気
圧
災
害
に
よ
り
、農
作
物
、

農
業
機
械
、農
業
施
設
な
ど
に
関
す
る
被

害
が
平
年
の
農
業
所
得
の
2
割
以
上
と
な

る
被
害
を
受
け
、農
業
経
営
お
よ
び
生
活
の

維
持
が
困
難
と
な
る
農
業
を
営
む
個
人
お

よ
び
法
人
な
ど
で
、東
松
島
市
の
被
害
認
定

を
受
け
た
方

■
取
扱
金
融
機
関　

い
し
の
ま
き
農

業
協
同
組
合

■
資
金
の
使
途　

被
害
施
設
の
補
修

や
更
新
に
要
す
る
経
費
な
ど

■
貸
付
限
度
額　

個
人　

万
円
、法

300

人　

万
円

500
■
貸
付
利
率　

年
1
・　

％
以
内

15

■
借
入
申
込
期
間

　

平
成　

年
2
月　

日
ま
で

19

28

■
問〈
融
資
手
続
〉い
し
の
ま
き
農
業
協
同
組

合
矢
本
支
店
�　

－

2
1
5
3
、赤
井
支

82

店
�　

－

3
1
3
0
、鳴
瀬
支
店
�　

－

82

87

2
0
0
1
、野
蒜
支
店
�　

－

3
0
0
3

88

〈
被
害
認
定
〉農
林
水
産
課
農
政
係
�
内
線

2
1
4
1

農
業
所
得
簡
易
計
算
の
廃
止

　

平
成　

年
分
の
所
得
税
確
定
申

１９

告
か
ら「
農
業
所
得
簡
易
計
算
」が

廃
止
さ
れ
ま
す
。こ
れ
に
伴
い
、家

事
消
費
な
ど
の
計
算
の
目
安
と
し

て
い
た「
保
有
米
の　

㎏

当
た
り

６０

の
単
価
」お
よ
び「
自
家
用
畑
の　
１０

ａ
当
た
り
の
収
入
金
額
」も
廃
止

さ
れ
ま
す
。農
業
所
得
は
ほ
か
の

事
業
所
得
と
同
様
に
、実
際
の
収

入
金
額
か
ら
必
要
経
費
を
差
し
引

い
て
所
得
金
額
を
計
算
す
る
収
支

計
算
が
原
則
で
す
。

　

こ
れ
ま
で「
農
業
所
得
簡
易
計

算
」を
適
用
し
、農
業
所
得
を
計
算

し
て
い
た
農
家
の
方
も
平
成　

年
１９

分
の
所
得
税
確
定
申
告
か
ら
収
支

計
算
に
よ
り
農
業
所
得
を
計
算
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

収
支
計
算
を
行
う
た
め
に
は
、

収
入
金
額
や
必
要
経
費
に
係
る
請

求
書
、領
収
書
な
ど
の
書
類
の
保

存
と
日
々
の
取
引
の
記
録（
帳
簿
）

が
必
要
で
す
。

■
問　

石
巻
税
務
署
�　

－

４
１
５
１

２２

　
　

税
務
課
市
民
税
係
�
内
線
１
１
３
２

精
神
障
害
者
家
族
の
集
い

　
　
　

相　
　

談

　

同
じ
悩
み
を
語
り
合
い
、互
い

に
助
け
合
う
目
的
の
会
で
す
。

■
と
き　
　

月　

日（
水
）

１２

２０

■
場
所　

市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

■
対
象
者　

精
神
疾
患
と
診
断
さ

れ
た
方
の
ご
家
族

■
内
容　

座
談
会

■
申
込　
　

月　

日（
金
）

１２

１５

■
問　

福
祉
課
社
会
福
祉
係　

　

�
内
線
１
１
７
４
・
１
１
７
５

司
法
書
士
無
料
法
律
相
談

■
日
時　
　

月
５
日（
火
）

１２

　
　
　
　
　

時
か
ら　

時
ま
で

１０

１５

■
場
所　

小
野
公
民
館

■
受
付　

事
前
に
電
話
予
約
に
て

受
付
し
ま
す
。（
先
着
８
人
限
定
）

■
問　

総
務
課
行
政
係　

　

�
内
線
１
２
１
５
・
１
２
１
６

無
料
人
権
相
談

　

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
起
こ
る
さ

ま
ざ
ま
な
問
題
、暴
力
、い
じ
め
、家

庭
問
題
な
ど
の
相
談
を
人
権
擁
護

委
員
が
お
受
け
し
ま
す
。相
談
は
無

料
で
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
。

■
日
時　
　

月
８
日（
金
）

１２

　
　
　
　
　

時
か
ら　

時
ま
で

１０

１５

■
場
所　

小
野
公
民
館

■
問　

鳴
瀬
総
合
支
所

　
　
　

�
内
線
２
１
０
２
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年金を受けている方がお亡くなりになったと
きは、速やかに届け出を

　国民年金や厚生年金を受けている方がお亡くなりになっ

たときは、社会保険事務所へ ｢年金受給権者死亡届 ｣を届

け出なければいけません。

　年金を受ける権利は、年金を受けている方が死亡すると

なくなります。届け出を忘れたり、遅れたりすると、死亡後も年

金が支払われてしまい、後日遺族の方に返していただくこと

になります。このようなことにならないように、速やかに届け出

ることが必要です。

＜未支給年金の請求＞

　まだ受け取っていない年金があるときは、お亡くなりになっ

た方と生計を一緒にしていた遺族の方が受け取ることがで

きます。優先する順位がありますので、下記のように優先す

る方が死亡届と併せて請求を行ってください。

　 ＜受け取れる遺族と順位＞

　　　配偶者＞子＞父母＞孫＞祖父母＞兄弟姉妹

　必要な書類は届け出る方によって異なりますので、事前に

社会保険事務所にご確認ください。

　なお、寡婦年金や障害基礎年金、遺族基礎年金のみを受

けている方がお亡くなりになった場合はお住まいの市区町村

の国民年金係が受付窓口になります。

■問　石巻社会保険事務所　�２２－５１１５
　　　市民課窓口サービス係　�内線 1128

なぜ？増える医療費

　近年医療費が増えている原因には、高齢者人口の増加、

医学や医療技術の進歩などさまざまな理由があります。

　中には、お医者さんの重複受診や必要以上に薬をもらう

など、医療機関のかかり方なども含まれています。自分の健

康や医療の受け方を見直して、医療費の節約を心掛けま

しょう。

＜重複受診はやめましょう＞

　重複受診とは、お医者さんを次 と々変えて、多くの病院を

渡り歩くことをいいます。病院を変えるたびに、検査や処置、

投薬などをやり直すため、医療費の無駄が発生します。そ

ればかりか、度重なる検査や投薬により、体に影響を与えて

いることも心配されます。

＜定期的に健康診断を受けましょう＞

　年に１度の健康診断は、自分の健康を知る大きな手掛

かりとなります。病気の早期発見・早期治療は、慢性疾患な

どの生活習慣病を予防・改善するためには欠かせません。

どんな検査を受けているのか、きちんと理解・把握しておく

ことも大切です。

＜かかりつけ医・かかりつけ薬局のススメ＞

　何かあったらすぐに受診・相談できるかかりつけ医は、そ

れまでの病歴や個人の体質などを把握しているので、大き

な安心を与えてくれます。病気のときだけではなく、健康管

理全体のアドバイスもしてくれるので、日頃から信頼関係を

築いておくことが大切です。

　また、薬局もかかりつけを決めておくと、薬暦が分かるの

で飲み合わせや重複処方を防ぐこともでき、服薬の指導や

相談にも乗ってくれます。

■問　保険課国民健康保険係　�内線 1152

「振り込め詐欺」�「振り込め詐欺」�
被害が依然

として発生
!!

　最近また新聞などで被害の記事が 載 り、東松島市内でも
の

電話を受けたという情報が入っています。ますます手口が巧

妙になり、各自の注意が一層必要です。

　現金の振込みを要求する電話については「すぐに振り込ま

ない。一人で振り込まない」を心掛けてください。

宮城県　６３歳男性、５５６万円被害　
　　　　息子の声まねで ｢女性を妊娠 ｣

　東京に住む息子を装った男から｢お酒を飲んだ勢いで女

性を妊娠させた。慰謝料が１８８万円必要 ｣と電話があり、そ

の後３回に渡って計５５６万円を振り込まされた。犯人は前

もって息子へ電話をかけて声を確認していた。

・事前に ｢携帯電話の番号が変わったから控えておいて ｣
と連絡して電話番号を控えさせ、電話をするとき警戒感
を抱かせないようにする。
・あらかじめ ｢風邪をひいて声が変だと思うけど・・・｣と
言って疑問を抱かせない。

・銀行の閉店間際に振り込みを要求。｢時間がない｣と急が
せる。
・振り込み確認後、さらに振り込みを要求する犯人もいる。

＜被害に遭わないために＞
・すぐにお金を振り込まない。

・振り込む前に家族や親戚に相談する。

・常に家族の連絡先がわかるようにしておく。

・不審に思ったらすぐに警察へ連絡する。

＜最近の 騙 しのテクニック＞
だま

■問　消費生活相談　�内線 1129・2105
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12月�12月�12月�

■図書館休館日�
天皇誕生日�

市民のカレンダー�市民のカレンダー� 12月1日～1月1日�～� ～�

■市民課窓口延長�
　～19：00�
■教育相談 役 10：00�
■行政相談（小野公民館
　10：00～15：00）�
■司法書士相談(小野公
　民館10:00～15:00電
　話予約必要)�
■まちづくりフォーラム
　東コ 18：30

■おはなし会　図�
　11：00、15：00�
■学習参観日�
　(矢本東・浜市小)�
�

■夜間開館　図�
　～19：00�
■学習参観日(大塩小)�
■もちつき会(大曲幼)�
■クリスマス会�
　(はなぶさ幼)�
■不老園訪問�
　(牛網・野蒜・小野保)�
■囲碁将棋のつどい�
　老　10：00

■無料人権相談�
　小野公民館 10:00�
■行政相談 東コ�
  10：00～15：00�
■社会科見学（矢本東
　小５年、仙台市東日
　本放送）�
■学習参観日(赤井南・
　小野小)�
■誕生会(中央幼)

日 ～SUN～� 月  ～MON～� 火 ～TUE～� 水 ～WED～� 木 ～THU～� 金 ～FRI～� 土 ～SAT～�

■図書館休館日�
■ミニデイサービス�
　(谷地分館訪問、大�
　 曲保)

役　…市役所　　　　　　　　82-1111�

鳴総…鳴瀬総合支所　　　　　82-1111�

矢保…矢本保健相談センター　82-1123�

鳴保…鳴瀬保健相談センター　82-1111�

老　…老人福祉センター　　　83-2851�

矢子…矢本子育て支援センター84-2676�

鳴子…鳴瀬子育て支援センター87-2338�

図　…東松島市図書館　　　　82-1120�

縄文…奥松島縄文村歴史資料　88-3927�

蔵　…蔵しっくパーク　　　　84-1770

市
役
所
ほ
か�

東コ…東松島市ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ　　82-6969�

曲コ…大曲地区ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ　　82-5965

市体…市民体育館　　　　　　82-9030�

赤体…赤井地区体育館　　　　82-6803�

矢運…矢本運動公園　　　　　82-6804�

鷹来…鷹来の森運動公園　　　82-1101�

奥運…奥松島運動公園　�

　　　　　 (バウンズ88含む)　88-4588�

健増…健康増進センター　　　84-3855

コ
ミ
セ
ン�

体
育
施
設�

お問い合わせはこちら�
Ａ …市民体育館�

Ｂ …バウンズ88�

Ｃ …赤井地区体育館�

 D  …テニスコート�
      （矢本運動公園）�
�

体育施設一般開放日�

日時を変更する場合が�
あります。お問い合わ�
せは、スポーツ振興課�
（鳴瀬庁舎内）まで�
�内線 2245

�

■鳴瀬総合支所窓口延
　長　～19：00�
■教育相談 役 10：00�
�

■おはなし会　図�
　15：00

■市役所仕事納め�
■図書館休館日（整理
　日）�

■図書館休館日�
　年末年始～1/３�

■図書館休館日�
■世代間交流事業�
　(学童、矢本西保)�
�

■図書館休館日�
■英語ふれあい教室�
　(中央幼)

■クリスマス会�
　(矢本幼)�
■クリスマス会保護者
　公開(はなぶさ幼)

■鳴瀬総合支所窓口�
　延長　～19：00�
■教育相談 役 10：00�
■親子童謡コンサート�
　(大曲幼)�
■２歳児教室(鳴瀬幼)�
■機能訓練　老�
　9：30

■第4回東松島旬の市
　ロックタウン矢本地
　内　9：00�
■不老園訪問(小野保)�
�

■市民課窓口延長�
　～19：00�
■教育相談 役 10：00�
■校内剣道大会(鳴瀬　
　一中)�
■お楽しみ会(中央幼）�
�

■学期末保護者会�
　(矢本二中)�
■授業参観・学年PTA�
　(鳴瀬一中)�
■保育参観(中央幼)�
■誕生会(大曲幼)�
■保育相談�
　(はなぶさ幼、～21日)�
■もちつき会(世代間
　交流、赤井南保)

■避難訓練�
　(はなぶさ幼)�
■クリスマスおはなし会
　図  11：00・14：00

■生活相談　老�
　11：00

■犬・猫引取り日�
　(9：50～10：00 鳴総)�
　(10：15～10：30  矢保)�
■おはなし会　図�
　11：00、15：00�
■サッカー教室�
　(野蒜保)

■夜間開館　図�
　～19：00�
■お楽しみ会(大曲幼、
　赤井北保)�
■クリスマス会(大曲保)�
■囲碁将棋のつどい�
　老　10：00�
�

�

■東松島市立小中学
　校・幼稚園第２学
　期終業式�
■市内幼稚園終業式�
■クリスマス会(小
　野・牛網・野蒜・矢
　本西保)�
■お楽しみ会(矢本
　東保)

■おはなし会　図�
　15：00�
■なかよし発表会(中
　央幼、矢本東・矢本
　西・大塩保)�
■おゆうぎ会�
　(のびる幼、大曲保)

■学習参観日�
   (大曲・野蒜・宮戸・赤井小)�
■入学説明会(野蒜・宮戸小)�
■PTA講演会(赤井小)�
■三者面談・二者面談�
  (鳴瀬一中、～12月５日、�
   鳴瀬二中～12月４日）�
■ふるさと教室�
  （小野小、浜市小４年）�

■おはなし会　図�
　15：00�
■さつき苑クリスマ
　ス交歓会(矢本幼)

■主任者会(のびる幼)�
■もちつき大会(鳴
　瀬幼、大塩保)�
■囲碁将棋のつどい�
　老　10：00

■おはなし会 図 15：00■クリスマス会�

　(鳴瀬幼)

■生活相談　�

　小野公民館　10：00�

■ちびっこクラブ�

　(大曲幼)

■図書館休館日�
�

12月17日(日)は宮戸交付所を�
             ご利用いただけません�
　当日は施設点検のため、窓口での全業務を停止い

たします。ご迷惑をおかけして申し訳ありません。

　なお、縄文村歴史資料館は通常業務を行っていま

すのでご利用をお待ちいたしています。�

■問　鳴瀬総合支所　�内線2102

■学習参観・学年PTA�
   (矢本一・鳴瀬二中)�
■避難訓練�
　(大曲・鳴瀬幼)

■夜間開館　図�
　～19：00�
■クラブ発表週間�
　（矢本東小、～20日）�
■特殊学級合同クリ
　スマス会(矢本東小)�
■避難訓練(中央幼)�
■誕生会(はなぶさ
　幼、大塩保)

■延びる開眼多幸上
　げまつり�
　野蒜海岸　６：00�
■嵯峨渓初日の出ク
　ルーズ　遊覧船案
　内所　６：20

元旦�

D

D

D

DC D

D

D

A

A

A

A

B

B

B

BA

B

B

BA
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ヘルシーインフォメーション�

● 健康相談・予防接種のお知らせ

※該当外で接種希望の方は、ご連絡ください。   

※予防接種の該当者には事前に予診票を送付します。予診票が届かない方と、転入された方はご連絡ください。  

◆乳幼児の健康診査の日程は、生涯学習カレンダーまたは個人通知をご覧ください。   

■問　健康推進課保健予防係　内線3102・3109

会　　　場受付時間実施月日対　　象　　者行　　事

矢本子育て支援センター９：30～11：3012月５日(火)妊産婦および生後３ヵ月程度までの赤ちゃん赤ちゃん相談

矢 本 保 健 相 談 セ ン タ ー13：00～13：3012月７日(木)平成18年８月11日～９月７日生（矢本地区）

ＢＣＧ予防接種

鳴 瀬 保 健 相 談 セ ン タ ー13：00～13：30１２月１５日(金)平成18年７月14日～９月15日生（鳴瀬地区）

矢本子育て支援センター９：00～９：2012月19日(火)平成18年５月生７ヵ月健康相談

矢本子育て支援センター13：00～13：2012月19日(火)平成18年２月生10ヵ月健康相談

矢 本 保 健 相 談 セ ン タ ー13：00～13：3012月５日(火)平成17年１月～３月生　追加（矢本地区）

三種混合予防接種 鳴 瀬 保 健 相 談 セ ン タ ー13：00～13：30１２月１３日(水)平成17年１月～３月生　追加（鳴瀬地区）

鳴 瀬 保 健 相 談 セ ン タ ー13：00～13：30１２月１３日(水)平成18年２月～５月生　２回目（鳴瀬地区）

矢 本 保 健 相 談 セ ン タ ー９：30～11：30１２月１４日(木)乳幼児および保護者の方子どもの健康相談

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�献血のご協力をお願いします

　移動献血車がきます。皆さんのご協力をお願いします。
■実 施 日　１２月２９日 ( 金 )　
■受付時間　１０時～１２時、１３時～１６時 
■場　　所　東松島市ロックタウン
■問　　　　健康推進課保健予防係　�内線 3102･3109

アルコール依存症家族教室

　｢アルコール依存症と診断されている方 ｣や診断はさ
れてなくても、｢飲酒による暴力などの問題行動がある
方 ｣のご家族を対象に、家族教室を開催します。家族教
室では、アルコール依存症という病気についての知識や、
対応の仕方についての理解を深めることで、ご家族の不
安の軽減を図り、ゆとりある暮らしができるように支援
しています。
■対 象 者　　アルコール依存症と診断されている方・

飲酒による暴力などの問題行動がある方
■日時・内容

■会　　場　宮城県保健福祉事務所　保健所２階会議室
　　　　　　（石巻市東中里一丁目４－ 32）
■問・申込　宮城県保健福祉事務所母子・障害班
　　　　　　� 95 － 1431

内　　　　容日　　　　時

・講話「アルコール依存症への家族対応
　　　  について」
・グループミーティング
　講師：東北会病院　精神保健福祉士

平成１８年１２月１４日(木)
１３時～１４時３０分

1

・講話「断酒会・AA・アラノンについて」
・グループミーティング
　講師：東北会病院　精神保健福祉士
　　　　　  ＮＰＯ法人宮城県断酒会

平成19年１月18日(木)
13時～14時30分２

心 の 健 康 相 談

　ストレスなどの悩みや、ひきこもり、または痴呆や精
神疾患で相談したいことのある方は、お気軽にご相談く
ださい。
■相談日　１２月１２日 ( 火 )　１４時～１７時
■担当医　こだまホスピタル　 虎  岩 　 武  志 先生

とら いわ たけ し

■場　所　市コミュニティセンター　２階研修室
■申　込　１２月 5日 ( 火 ) までに電話でご予約ください。
■問　　　福祉課社会福祉係　�内線 1174･1175

高齢者運動教室（第３期）参加者募集

　健康を維持するために運動は大切なこと。それは分か
るがきっかけがなくて ･･･ という方、ぜひご参加くださ
い。
　みんなで楽しく体を動かしてみませんか。初めて運動
する方も大歓迎です。
■対 象 者　市内に住所を有し、要介護認定を受けてい

ない６５歳以上の方
■募集人数　２５人
■開催時期　平成１９年 1月１５日から３月１２日
　　　　　　毎週または隔週月曜日　１０時～
■実施内容　運動プログラム、健康チェックなど８回

コース
■実施場所　健康増進センターゆぷと
■参 加 料　５００円 ( 保険料 )
■締　　切　１２月２８日 ( 木 )
■そ の 他　前期受講された方の参加はご遠慮ください。
■問・申込　健康増進センター ｢ゆぷと ｣　
　　　　　　� 84 － 3855
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休日診療担当医院表 
午前９時～午後５時まで
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※公立深谷病院�73－2111、石巻赤十字病院�21－7220、石巻市立病院�23－3200は、24時間体制で救急患者の診療にあ
たっています。診療が必要な場合は、電話確認をしてから受診されますようお願いいたします。

鳴瀬地区矢本地区小児科
月日

電話医院名電話医院名電話医院名

84－1187いしがき・みみはなのどクリニック22－1152阿部こどもクリニック１２/３ (日）

87－3853鳴 瀬 中 央 医 院84－1333ひかりサンテクリニック22－0208北 川 小 児 科 医 院１２/１０ (日）

83－7070石 垣 ク リ ニ ッ ク92－7651佐久間眼科小児科医院１２/１７ (日）

82－6666伊 東 胃 腸 科 内 科22－1714田 中 小 児 科 医 院１２/２３ (土）

88－3737佐 幸 内 科82－6780佐 々 木 内 科95－4121中山こどもクリニック１２/２４ (日）

22－1714田 中 小 児 科 医 院１２/２９ (金）

95－4121中山こどもクリニック１２/３０ (土）

92－8805あいかわ小児クリニック１２/３１ (日）

22－1152阿部こどもクリニック１/１ (月）

22－0208北 川 小 児 科 医 院１/２ (火）

92－7651佐久間眼科小児科医院１/３ (水）



�　
皆
さ
ん
、K
H
B
東
日
本
放
送
の

「
み
や
ぎ
ふ
る
さ
と
C
M
大
賞
」
を

ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。宮
城
県
内
の

各
市
町
村
が
自
ら
の
街
を
紹
介
す

る
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
を
つ
く
り
出
展

し
、こ
の
中
か
ら
最
優
秀
賞
作
品
を

は
じ
め
と
す
る
各
賞
を
選
ぶ
と
い

う
も
の
で
す
。入
賞
を
果
た
し
た
作

品
は
最
優
秀
賞
が
年
間
365
回
、優
秀

賞
は
年
間
50
回
と
い
っ
た
よ
う
に

実
際
に
放
送
し
て
も
ら
え
る
た
め
、

こ
の
宣
伝
効
果
に
期
待
し
て
毎
年

数
多
く
の
自
治
体
が
応
募
し
て
い

ま
す
。�

　
今
年
、我
が
東
松
島
市
で
も
作
品

を
制
作
し
、
応
募
し
ま
し
た
。
旧
矢

本
･
鳴
瀬
町
時
代
は
数
回
ず
つ
出
展

し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、合
併

し
新
市
が
誕
生
し
て
か
ら
は
初
め

て
で
す
。
作
品
の
テ
ー
マ
は
「
奥
松

島
の
自
然
美
を
広
く
周
知
す
る
」
。

嵯
峨
渓
や
大
高
森
の
美
し
い
映
像

を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
コ
マ
ー
シ

ャ
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
作
品
の
発
表
審
査
会
は
12
月
７

日（
木
）に
行
わ
れ
、こ
の
様
子
は
収

録
さ
れ
近
日
中
に
放
送
さ
れ
る
予

定
で
す
。
ぜ
ひ
こ
の
放
送
を
、
ご
家

族
そ
ろ
っ
て
ご
覧
い
た
だ
き
、一
緒

に
東
松
島
市
を
応
援
し
て
く
だ
さ

い
。�
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新着イベント情報

 延 びる 開  眼  多  幸  上 げ ( 野蒜海岸凧揚げ )まつり開催
の かい がん た こ あ

　野蒜海岸には初日の出を拝むために、市内外からたくさんの観光客が

訪れます。まつりでは先着 1,000 人に凧を無料で進呈します。願い事を

凧に書き朝焼けの大空に掲げ、新春の思い出づくりをしてください。

■開催日時　平成 19年１月１日 ( 月 )　５時～

■開催場所　野蒜海岸　※チャリティー募金箱設置

■おみくじ　大吉が出た方先着 10人にプレゼント有り

■問　東松島市商工会本所　� 82 － 2088

　　　東松島市商工会鳴瀬支所　� 87 － 2026

初日の出クルーズ出航
　毎年恒例となりました奥松島嵯峨渓遊覧船の ｢初日の出クルーズ ｣を

実施します。初日の出を拝みながら、朝日に赤く照らされる日本三大渓

｢嵯峨渓 ｣をご堪能ください。

■開催日時　平成 19年１月１日 ( 月 )　集合 6：20　出航 6：40

■出航場所　奥松島嵯峨渓遊覧船案内所前

■定　　員　48人 ( 定員になり次第締切 )

■料　　金　大人 1,500 円　小人 1,000 円

■問　奥松島嵯峨渓遊覧船案内所　� 88 － 3997

　

市
で
は
皆
さ
ん
の
門
出
を
祝
福

し
、成
人
式
を
開
催
し
ま
す
。出
席

申
し
込
み
を
い
た
だ
い
た
方
へ
は
、

案
内
状
を
お
送
り
し
ま
す
。

　

ま
た
成
人
式
実
行
委
員
も
募
集

中
で
す
。お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
日
時　

平
成　

年
１
月
７
日（
日
）

１９

　

受
付　
　

時　

分　

開
式　
　

時

１２

３０

１３

■
場
所　

東
松
島
市
民
体
育
館

※
会
場
は
全
館
禁
煙
で
す
。市
外

在
住
で
も
出
席
で
き
ま
す
の
で　
１２

月　

日（
金
）ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

１５
い
。

■
問
・
申
込　

生
涯
学
習
課
社
会

　

教
育
係　

�
内
線
２
２
３
２

新
成
人
の
皆
さ
ん
お
め
で
と
う

　
　
　
　
　
　
　

成
人
式
開
催

や
も
と
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
大
会　
  

　
　
   
開
催
日
変
更
の
お
知
ら
せ

　

例
年
1
月
に
開
催
し
て
い
ま
し

た
が
、多
く
の
皆
さ
ん
が
参
加
で

き
る
よ
う　

月
の
第
4
日
曜
日
に

11

変
更
し
ま
す
。

　

平
成　

年
は
中
止
と
し
、平
成

１８

　

年
度
第　

回
大
会
か
ら
変
更
に

19

41

な
り
ま
す
の
で
、来
年
の
秋
に
改
め

て
開
催
内
容
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

■
東
松
島
市
体
育
協
会　

事
務
局

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課　

�
内
線
2
2
4
3

　

市
民
体
育
館　

�　

－

9
0
3
0

82

▲延びる開眼多幸上げまつりの様子




